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【Scenes of Solution】

電動車両の充電インフラ整備を推進
── 自動車メーカー4社による新会社「日本充電サービス」に出資

【未来人図鑑】

片倉工業株式会社
取締役社長　竹内 彰雄 氏

継続的な事業改革と人材育成で愛される200年企業を目指したい。

【旅のブックマーク】

絆で結ばれたクラシックホテル
旅する作家 山口 由美

【ネクスト・ジャパン最前線】

地域社会の
活力維持・成長に

向けて

Vol.3 関
西
発
i
H
u
b
開
催

課題抽出と
課題解決を結びつける

新たな協創型
ビジネスを構想する
「場」作りを目指す

企
業
・
官
庁
・

社
会
と
連
携

広
く「
自
ら
の
殻
」を

打
ち
破
る
運
動
を
興
す

iHub

014年9月18日（木）、関西イノベーション･ハブ「高度健康社会に向けた共創

によるイノベーション創出」シンポジウムを大阪市で開催し、産学官金の

約300名にご参加頂きました。

近畿財務局、近畿経済産業局、関西経済連合会、関西経済同友会、大阪商工会議所

からご後援を賜り、日東電工株式会社取締役常務執行役員 表利彦様、慶應義塾大学

総合政策学部の竹中平蔵教授より、それぞれご講演頂きました。パネルディスカッション

では、多摩大学大学院の紺野登教授のもと、関西に本拠を置く6社（大阪ガス、

サントリー、塩野義製薬、ダイキン工業、日東電工、阪急阪神ホールディングス）でオープン

イノベーション活動を実践されている方々がパネラーとして参加し、関西発のオープンイノ

ベーションへの意気込み、可能性について活発な議論を交わしました。当行では、「地域」

におけるオープンイノベーションを通じた成長に向けて、引き続き取り組んで参ります。

2

iHubは地域展開をしております。

北陸

浜松

関西

九州

広島

地域 時期 内容

平成25年12月～

平成26年2月～

平成25年12月～

平成26年2月19日

平成26年6月～10月（全4回）

平成25年12月～

北陸地域連携プラットフォームへ参画

地域発新たなビジネスを構想する場

ヘルスケア

新たなビジネスを構想するワークショップ

新たなビジネスのアイディアを考える共創の場

九州の未来力2030への参画

主な実例

大手町イノベーション・ハブを全国へ
～ 新たな価値創造のための「場」作りを ～



　人口減少に歯止めがかからない中で、地域活性化の重要性が一段と高まっている。今年7月には
全国知事会が「少子化非常事態宣言」を発表、9月には政府も、省庁横断で人口減少や地域経済
の活性化対策に取り組む「まち・ひと・しごと創生本部」を設置した。また、人口減少と東京への一極
集中に危機感を強める33都道府県の93市町村が、10月に「人口減少に立ち向かう自治体連合」を
発足させる。日本政策投資銀行（DBJ）も、今年9月に「地域みらいづくり本部」を設置するととも
に「地域創生プログラム」を創設した。本号では「地域社会の活力維持・成長」をテーマに、DBJが
最近発表した地域関連のレポート、地域別設備投資計画調査、地域の未来を創る企業の事例、
有識者の提言などを紹介する。

地域社会の
活力維持・成長に向けて
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P03 ネクスト・ジャパン最前線

地域社会の
活力維持・成長に向けて

P27 旅のブックマーク

絆で結ばれたクラシックホテル 旅する作家 山口 由美

P24 未来人図鑑

片倉工業株式会社
取締役社長  竹内 彰雄 氏
継続的な事業改革と人材育成で愛される200年企業を目指したい。

P20 Scenes of Solution 

電動車両の充電インフラ整備を推進
── 自動車メーカー4社による新会社「日本充電サービス」に出資

季刊DBJはiPhone、iPadでもお読みいただけます。
下記URLからダウンロードしてお楽しみください。
http:// i tunes.apple.com/ jp/app / id389307222

DBJのホームページからもダウンロードできます。
http:// www.dbj . jp / 企画・発行
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が
国
の
総
人
口
が
減
少
局
面
を
迎
え
る
な
か
、

地
域
別
の
将
来
推
計
人
口
を
み
る
と
、地
方
圏
、

大
都
市
圏
と
も
に
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
行
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
将
来
推
計
人
口
を
、2
0
1
0
年

の
人
口
を
1
0
0
と
し
た
指
数
で
み
る
と（
図
表
1
）、

2
0
4
0
年
の
指
数
は
、首
都
圏
が
9
1
に
と
ど
ま
る
一

方
、四
国・東
北
が
7
4
、北
海
道
が
7
6
と
な
り
、大
都

市
圏
と
地
方
圏
と
の
格
差
が
拡
大
す
る
見
通
し
だ
。

　

ま
た
、年
齢
階
層
別（
老
年
人
口（
6
5
歳
以
上
））、

生
産
年
齢
人
口（
1
5
〜
6
4
歳
）、年
少
人
口（
1
5

歳
未
満
）の
3
区
分
）の
人
口
に
つ
い
て
は
、全
地
域
に
お

い
て
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
、特
に
三
大
都
市
圏
に
お
け

る
減
少
が
目
立
つ
。

　
一
方
、老
年
人
口
は
、三
大
都
市
圏
で
大
き
く
増
加
す

る
見
通
し
に
あ
る
こ
と
か
ら
、高
齢
者
受
け
入
れ
施
設

や
介
護
の
担
い
手
不
足
と
い
っ
た
問
題
が
、既
に
高
齢

化
が
進
展
し
て
い
る
地
方
圏
だ
け
で
な
く
大
都
市
圏
で

も
深
刻
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、若
年
層
を
中
心
と
し
た
地
方
圏
か
ら
大
都
市

圏
へ
の
人
口
移
動
が
今
後
も
収
束
せ
ず
、地
方
圏
の
生
産

年
齢
人
口
が
さ
ら
に
減
少
し
、地
域
の
活
力
が
低
下
す

る
こ
と
に
よ
り
地
域
経
済・社
会
の
存
立
基
盤
が
崩
れ
る

地
域
が
出
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

口
減
少
・
高
齢
化
が
地
域
経
済
に
与
え
る
影
響

と
し
て
、地
域
の
消
費
に
着
目
し
た
い
。D
B
J

で
は
、総
務
省
が
実
施
し
た
全
国
消
費
実
態
調
査

（
2
0
0
9
年
度
）に
基
づ
く
年
齢
階
層
別
1
人
あ
た

り
支
出
額
に
年
齢
階
層
別
の
将
来
推
計
人
口（
全
国
及

び
地
域
）を
乗
じ
て
地
域
ご
と
に
主
な
項
目
別
の
消
費

推
計
を
行
っ
た
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、消
費
は
一
様
に
減
少
す
る
わ
け
で
は

な
く
、人
口
構
成
の
変
化（
高
齢
化
）に
伴
い
、高
齢
者
世

帯
に
お
い
て
支
出
の
多
い
項
目
に
つ
い
て
は
、逆
に
増
加
す

る
場
合
も
あ
り
、若
年・中
年
世
帯
に
お
い
て
支
出
の
多
い

項
目
に
つ
い
て
は
、支
出
項
目
合
計
の
数
値
以
上
に
減
少

す
る
こ
と
に
な
る
。具
体
的
に
は
、住
宅
設
備
修
繕
・
維

持
、医
薬
品
等
の
項
目
は
、現
状
よ
り
も
消
費
が
増
加
す

る
と
予
想
さ
れ
る
一
方
で
、外
食
、洋
服
、教
育
等
の
項
目

は
、支
出
項
目
合
計
の
数
値
以
上
に
消
費
が
減
少
す
る

と
予
想
さ
れ
る（
図
表
2
）。次
に
、県
別
の
将
来
推
計
人

口
を
も
と
に
行
っ
た
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
総
消
費
の
将
来

推
計
を
み
る
と（
図
表
3
）、2
0
4
0
年
の
指
数
が

2
0
1
0
年
を
上
回
る
地
域
は
沖
縄
の
み
で
、首
都
圏

を
含
め
て
指
数
は
1
0
0
を
下
回
り
、人
口
減
少
の
ペ
ー

ス
が
速
い
東
北・四
国
は
7
9
と
大
き
く
減
少
す
る
。

口
減
少
に
伴
う
域
内
市
場
の
縮
小
や
供
給
力
の

低
下
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、地
域
企
業
は
生
産

性
の
向
上
、差
別
化
・
高
付
加
価
値
化
に
よ
る
域
外
成
長

市
場
へ
の
展
開
な
ど
を
進
め
る
こ
と
で
、収
益
を
確
保
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。具
体
的
な
手
立
て
に
つ
い
て
は
、既

に
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
地
域
で
、地
域
経
済
の
構
造

変
化
に
対
応
し
た
経
営
を
進
め
、成
果
を
上
げ
て
い
る

企
業
の
取
組
事
例
も
参
考
に
な
ろ
う
。

　

例
え
ば
、地
域
の
人
口
や
消
費
動
向
の
影
響
を
受
け

や
す
い
小
売
業
で
は
、家
具
・イ
ン
テ
リ
ア
大
手
の
ニ
ト
リ

（
北
海
道
）、ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
マ
キ
オ（
鹿

児
島
県
）な
ど
が
、生
産
性
の
向
上
に
よ
る
ロ
ー
コ
ス
ト
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
製
品
・サ
ー
ビ
ス
の
差
別
化
・
高
付
加
価

値
化
を
両
立
さ
せ
、成
功
を
収
め
て
い
る
。グ
ロ
ー
バ
ル
競

争
が
高
ま
る
な
か
で
高
付
加
価
値
化
に
よ
り
域
外
成
長

市
場
へ
の
積
極
的
な
事
業
展
開
が
求
め
ら
れ
る
製
造
業

で
は
、長
野
県
飯
田
市
で
、外
部
の
専
門
人
材
を
活
用
し

な
が
ら
地
域
の
中
小
企
業
が
協
業
に
よ
り
航
空
宇
宙
分

野
に
参
入
す
る
取
り
組
み
が
み
ら
れ
る
。

治
体
は
、人
口
減
少
に
よ
る
財
政
制
約
が
高
ま

る
中
で
、老
朽
化
し
た
公
共
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
の

更
新
費
用
の
増
大
に
対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。そ

う
し
た
中
で
、持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
を
進
め
る
た

め
の
施
策
と
し
て
、①
経
営
的
な
視
点
か
ら
保
有
資
産

の
状
況
把
握
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
針
策
定
、解
決
策
の
検

討
・
実
施
を
行
う
公
有
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
、②
解
決

策
の
実
施
段
階
に
お
け
る
P
P
P
や
P
F
I
手
法
の
導

入
に
よ
る
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
金
の
活
用
な
ど
が
必
要

で
あ
る
。ま
た
、人
口
減
少
に
伴
い
中
心
市
街
地
な
ど
で

都
市
機
能
の
低
下
が
進
む
一
方
で
、地
域
住
民
の
高
齢
化
に

人
口
減
少
下
で
の
地
域
社
会
の

活
力
維
持・成
長
に
向
け
て

│ 
D
B
J「
人
口
減
少
問
題
研
究
会
　
最
終
報
告
書
」か
ら 

│

基本解説 1

　
今
後
急
速
に
進
む
人
口
減
少
・
高
齢
化
を
見
据
え
、D
B
J
は
、2
0
1
2
年
5
月
に「
人
口
減
少
問
題
研
究
会
」

（
委
員
長
・
樋
口
美
雄
　
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）を
設
置
。2
0
1
4
年
3
月
ま
で
計
1
0
回
の
研
究
会
を

開
催
し
、人
口
減
少
が
地
域
経
済
や
都
市
構
造
に
与
え
る
影
響
の
分
析
や
、人
口
減
少
に
対
応
し
た
地
域
企
業

経
営
や
自
治
体
経
営
の
方
向
性
、地
域
金
融
に
期
待
さ
れ
る
役
割
に
つ
い
て
検
討
・
議
論
を
行
い
、こ
の
6
月
に

最
終
報
告
書
を
公
表
し
た
。同
報
告
書
か
ら
主
要
な
論
点
を
紹
介
し
た
い
。

Basic explanation
地
域
の
人
口
動
向

人
口
減
少
・
高
齢
化
が

地
域
経
済
に
与
え
る
影
響

人
口
減
少
に
対
応
し
た

地
域
企
業
経
営

人
口
減
少
に
対
応
し
た

自
治
体
経
営

我

人自

人 ■図表1 地域ブロック別将来推計人口 （2010年=100とした指数、2010年→2040年）

出所：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）より作成
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■図表2 主要な消費支出項目別の支出額推計（2010=100とした指数、2010年→2040年）

出所：総務省「全国消費実態調査（2009年度）」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）より作成
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全国は、棒グラフ、地域ブロックは折れ線グラフにて表示

消費支出合計は棒グラフ、項目毎の支出額は折れ線グラフにて表示

※
備
考
：
食
料
品
は
、飲
料
・
酒
類
・
外
食
・
賄
い
費
を
除
く
。

■図表3 地域ブロック別の総消費見通し（2010=100とした指数、2010年→2040年）

出所：総務省「全国消費実態調査（2009年度）」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）より作成
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全国は棒グラフ、地域ブロックは折れ線グラフにて表示
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伴
い
、住
居
か
ら
近
い
範
囲
に
利
便
施
設
が
位
置
す
る

こ
と
へ
の
住
民
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
も
予
想
さ
れ
る
。富
山

市
、長
岡
市
、鶴
岡
市
な
ど
で

進
め
ら
れ
て
い
る
、拠
点
的

地
域
に
都
市
機
能
を
集
約

さ
せ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
政

策
は
、人
口
減
少
下
の
都
市

構
造
の
変
化
に
対
応
し
た
ま

ち
づ
く
り
政
策
の
先
進
事
例

で
あ
る
。域

金
融
は
、海
外
支

援
業
務
や
成
長
分

野
へ
の
支
援
な
ど
地
域
企
業

の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
進
め

て
い
る
が
、今
後
よ
り
能
動

的
か
つ
効
果
的
に
地
域
企

業
の
取
り
組
み
を
支
援
し

て
い
く
観
点
か
ら
、資
金
の

融
通
に
加
え
て
、地
域
内
で

築
い
た
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
た
人
材
や
情

報
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、経
営
へ
の

助
言
な
ど
の
専
門
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
必
要
に
応
じ
て

専
門
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
提
供
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

口
減
少
が
も
た
ら
す
環
境
変
化
の
中
で
、地
域
が

活
力
を
維
持・成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、地
域
の

関
係
者
が「
地
域
産
業
の
競
争
力
強
化
」「
ま
ち
づ
く
り
」

「
ひ
と
づ
く
り
」と
いっ
た
観
点
か
ら
前
述
し
た
取
り
組
み

（
図
表
4
）を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

そ
の
際
に
は
、①
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
正
確
に
把
握

し
た
上
で
、民
間
の
力
を
活
か
し
な
が
ら
関
係
者
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
、②
人
口
減
少
下
で
限
ら
れ
た
地

域
資
源
を
効
率
的
に
活
用
し
つ
つ
、地
域
外
の
資
源
を
取

り
込
む
こ
と
、③
こ
れ
ら
に
よ
り
地
域
発
の
新
た
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、同
報
告
書
で
は
、こ
う
し
た
取
り
組
み
を
後
押

し
す
る
仕
組
み
と
し
て「
地
域
経
済
連
携
広
域
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」（
図
表
5
）を
形
成
し
、そ
の
中
で
複
数
の
関

係
者
が
共
通
認
識
を
形
成
し
、民
間
の
力
を
最
大
限
活

用
し
な
が
ら
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
を
重
複
な
く
効
率

的
に
進
め
て
行
く
こ
と
を
提
言
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、地
方
自
治
体
、地
域
企

業
、地
域
金
融
機
関
、研
究
機
関
な
ど
の
地
域
の
関
係
者

に
加
え
、必
要
に
応
じ
て
外
部
の
専
門
人
材
を
構
成
員

と
し
、人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
経
済
の
成
長
戦

略
、イ
ン
フ
ラ
整
備
、人
材
育
成
の
方
針
を
総
合
的
に
検

討
、合
意
形
成
の
上
、必
要
な
調
整
を
行
う
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、例
え
ば
以
下

の
も
の
が
想
定
さ
れ
る
。①
人
口
減
少
下
に
お
け
る
企

業
、住
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
上
で
、地
域
に
お
け
る

諸
施
策
の
情
報
共
有
や
優
先
順
位
の
検
討
②
地
域
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
把
握
と
、地
域
外
や
民
間
の
力
を
活
用
し
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
促
進
、そ
れ
ら
を
活
用
し
た
地

域
の
経
済
成
長
戦
略
の
検
討

③
成
長
戦
略
を
進
め
て
い
く

上
で
の
個
々
の
連
携
ス
キ
ー
ム・

イ
ン
フ
ラ
の
検
討
、組
成
、運
用

　

ま
た
、地
方
圏
で
は
都
道

府
県
レ
ベ
ル
で
も
人
口
や
経

済
活
動
が
大
き
く
縮
小
し
て

い
く
状
況
が
あ
り
、個
々
の

取
り
組
み
に
お
い
て
よ
り
広

域
で
の
連
携
や
役
割
分
担
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
で
形
成
し
、ブ

ロ
ッ
ク
内
の
各
地
域
及
び
関

係
者
が
連
携
、役
割
分
担
を

す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
よ

う
。
そ
の
際
、各
地
域
全
体

を
俯
瞰
し
、
本
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
運
営
し
て
い
く

主
体
と
し
て
、地
域
ブ
ロ
ッ
ク

全
体
の
実
態
を
理
解
し
、中

立
的
に
活
動
で
き
る
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
地
域
経
済
団
体
が

中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

は
、プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
実
践
を
ト
ー
タ
ル
で
担
っ
て
い
く

よ
り
実
効
性
の
高
い
も
の
の
構
築
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
点
で
先
進
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
事
例
が
、

英
国
で
2
0
1
0
年
に
開
始
さ
れ
た
地
域
産
業
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
L
o
c
a
l　

E
n
t
e
r
p
r
i
s
e 

P
a
r
t
n
e
r
s
h
i
p
）だ
。L
E
P
で
は
、広
域
の

自
治
体
と
民
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
が
連
携
し
、

地
域
戦
略
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、国
か
ら

権
限
が
委
譲
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、戦
略
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
補
助
金
の
交
付
等
が

な
さ
れ
る
。

　

う
し
た
地
域
ご
と
の
取
り
組
み
を
効
率
的
に
検

討
、遂
行
し
て
行
く
上
で
、国
に
は
、本
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
円
滑
に
形
成
さ
れ
、機
能
し
て
い
く
た
め
、た

と
え
ば
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
指
針
作
成
や
費
用
助
成
を

行
う
と
い
っ
た
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、地
域
ご
と
に

関
係
者
が
戦
略
、優
先
順
位
を
検
討
し
て
い
く
た
め
に
、

国
が
人
口
減
少
に
よ
る
環
境
変
化
を
踏
ま
え
た
国
土
構

造
再
編
に
つ
い
て
の
方
針
を
示
し
、地
域
の
関
係
者
の
的

確
な
判
断
を
誘
導
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

そ
う
し
た
条
件
整
備
の
上
で
、個
々
の
関
係
者
に
よ
る

取
り
組
み
が
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
調
整
、支
援
の

下
、適
切
な
役
割
分
担
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、地

域
主
導
の
人
口
減
少
社
会
対
応
へ
の
取
り
組
み
が
円
滑

に
進
み
、持
続
可
能
な
地
域
経
営
の
実
現
が
促
進
さ
れ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

地
域
金
融
に

期
待
さ
れ
る
役
割

関
係
者
の
連
携
を
促
進
す
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成

地
域
の
取
り
組
み
を
誘
導
す
る

国
の
役
割
が
重
要

地

人こ

プラットフォームによる調整、支援の下、関係各者の取り組みが適切な役割分担で進められることにより、地域のグローバル競争力の強化、地域内の資金循環が促進され、持続可能な地域経営が実現。

出所：DBJ「人口減少問題研究会　最終報告書」より作成出所：DBJ「人口減少問題研究会　最終報告書」より作成

■図表4 地域の課題と対応・取り組みの方向性■図表5 地域経済連携広域プラットフォームのイメージ

上記取り組みは、民間の力を最大限活用しつつ、複数の関係者の連携と協力により効果をあげるものが多いこと、人口減少下で限られた資源を効率的に活用し、地域外の
資源を取り込みながら取り組みを重複なく進めていく趣旨から、地域ブロック毎に関係者が連携して活動する上でのプラットフォーム形成が重要。

地域経済連携広域プラットフォーム

⇒ 人口減少下における企業、住民のニーズを踏まえた上で、地域における諸政策の情報共有や優先順位検討
⇒ 地域のポテンシャル把握と、地域外や民間の力を活用したイノベーションの創出促進、それらを活用した地域経済成長戦略の検討
⇒ 成長戦略を進めていく上での個々の連携スキーム・インフラの検討、組成、運用

プラットフォームの
取り組み内容イメージ

●グローバル化の加速
●産業集積の創出
●地域資源の活用とブランド化
●地域外との連携による
　高付加価値化
●高齢者向け市場の創造

広域的な人材マッチング

PFI/PPPやコミュニティビジネス等のプ
ロジェクト形成支援、円滑な資金供給

（注）取り組み内容に付した下線は、複数の関係者連携による取り組み。矢印は取り組みが及ぼす効果を示す。

対応の方向性 企業の取り組み 自治体の取り組み 金融機関・教育機関等の取り組み重要課題

地
域
産
業
の
競
争
力
強
化

ま
ち
づ
く
り

ひ
と
づ
く
り

●コンパクトシティ
●地域の独自資源の有効活用

●グローバル人材の育成・活用
●地域人材の育成・活用
●若年雇用創出・スキル向上
●女性の活用

●コンパクトシティの形成
●地域公共交通ネットワークの再構築
●公有資産マネジメントの推進
●PFI/PPPの導入促進
●広域連携による地域マネジメント強化
●コミュニティビジネスの支援

海外に関する情報支援

成長分野への重点支援

「コア企業」への重点支援

イノベーションの場づくり・地域活動体の形成

リスクマネーの供給

高齢化社会に対応した潜在ニーズ開拓

高齢者、女性、外部人材等の有効活用

グローバル人材、地域人材（若手・次世代経営者）の育成

地域の独自資源の活用によるコミュニ
ケーション

まちづくり会社などによる地域づくりへ
の参画

自治体の連携
●地域の重点産業分野の展開促進に係る個別プロジェクト・
事業の構想、案件形成に向けての協議
●まちづくり、地域交通再構築等のインフラ整備事業実施に
向けての調整、連携体構築等

金融機関の連携
地域企業の多様化するニーズにきめ細かく対応する「総合支
援インフラ」を構築すべく、
●地域内外の金融機関との連携強化
●専門機関（DBJ、JBIC、JETRO、税理士・弁護士等）との
連携強化等を図る

海外

地域経済連携
広域プラットフォーム
新しい価値を創出するための、

情報交換、連携を促進する常設の場

広域ブロックの
成長戦略の策定・実行

金融機関

自治体

企業

国内他地域

交
流
促
進

（
人・
モノ
・情
報
）

●民間の力を活用する必要性
●地域ブロック全体の実
　態を理解し、中立的に活
　動する必要性

地域経済団体が中心的役
割を果たすことが期待される

都道府県等を超えた
広域ブロックで形成

教育機関
研究機関

企業と教育機関の連携
●企業の専門人材を育成するために、企業と教育機関（大
学・高専等）、研究機関などが連携し、学生や社会人向けの人
材育成プログラムを企画・実施。

地域のポテンシャル
を把握し、地域の成
長戦略を検討

戦略実現のための
施策や個々の連携
スキームを検討

対象地域における
既存政策の効果検
証、優先順位の検討

広域連携による効果的取組実現までのプロセス

地域の価値向上、競争力向上へ 【需要面】
●域外・海外市場の開拓
●製品・サービスの高付加価値化による
　新たな需要の取り込み
●地域内外の連携によるイノベーション創出
●高齢化市場等新市場へのシフト
【供給面】
●生産性の向上
●M&A等事業再編による供給力の整理
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〈
全
産
業
〉

　
全
産
業
で
見
る
と
、全
地
域
と
も
対
前
年
度
比
増
加

と
な
っ
て
お
り
、特
に
除
電
力
ベ
ー
ス
で
は
、す
べ
て
の
地
域

で
二
桁
増
と
な
っ
て
い
る
。全
産
業
で
全
地
域
が
対
前
年

度
比
増
加
と
な
っ
た
の
は
、2
0
0
7
年
度
以
来
7
年

ぶ
り
だ
。

〈
製
造
業
〉 

　
製
造
業
に
つ
い
て
は
、全
地
域
で
二
桁
増
と
な
っ
て

い
る
。全
国
ベ
ー
ス
で
素
材
、加
工
組
立
双
方
の
多
数
の

業
種
が
大
幅
増
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、全
地
域

と
も
幅
広
い
業
種
が
牽
引
し
た
。

　
地
域
別
で
見
る
と
、東
海
地
域
の
伸
び
率
が
や
や
低
い

（
1
4.
4
%
）が
、1
4
年
度
で
4
年
連
続
の
プ
ラ
ス
と
、

他
地
域
よ
り
も
長
期
に
亘
っ
て
増
勢
を
維
持
し
て
お
り
、

む
し
ろ
高
水
準
の
投
資
が
続
い
て
い
る
の
が
実
態
だ
。

ま
た
、四
国
地
域
の
伸
び
率
も
や
や
低
い（
1
7.
9
%
）

が
、今
回
、最
も
伸
び
率
が
低
い
紙
・パ
ル
プ
業
の
構
成
比

が
高
く
、か
つ
大
型
投
資
の一
段
落
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、全
体
的
な
投
資
マ
イ
ン
ド
は
好
調
だ
。 

　
一
方
、地
域
別
で
も
っ
と
も
伸
び
率
が
高
か
っ
た
関
西

（
3
5.
3
%
）、中
国（
3
3.
7
%
）の
要
因
に
つ
い
て

は
、特
定
の
業
種
に
偏
ら
ず
業
種
構
成
が
多
様
で
あ
る

こ
と
に
加
え
、今
回
、特
に
伸
び
率
が
高
か
っ
た
化
学
の

ウ
エ
イ
ト
が
高
い
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
。 

　
全
体
と
し
て
、各
業
種
と
も
新
製
品
製
造
ラ
イ
ン
、

製
品
高
度
化
に
係
る
投
資
が
目
立
っ
て
お
り
、地
域
的
な

偏
在
も
少
な
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

〈
非
製
造
業
〉 

　
非
製
造
業
に
つ
い
て
は
、除
電
力
ベ
ー
ス
で
は
、全
地
域

で
増
加
と
な
っ
て
い
る
が
、増
加
率
に
つ
い
て
は
地
域
間
の

差
が
生
じ
て
い
る
。

　
全
体
と
し
て
、景
気
の
回
復
傾
向
を
反
映
し
、卸
売
・

小
売
、不
動
産
、運
輸
を
中
心
に
高
い
伸
び
率
を
示
し
て

い
る
が
、特
に
不
動
産
、運
輸
の
構
成
比
の
高
い
首
都
圏

（
除
電
力
ベ
ー
ス
で
3
5.
5
%
）、東
海（
除
電
力
ベ
ー
ス

で
2
8.
3
%
）の
伸
び
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
他
で
は
北
陸
の
伸
び
率
が
高
い（
除
電
力
ベ
ー
ス

で
5
3.
7
%
）が
、こ
れ
は
新
幹
線
開
業
関
連
の
投
資
、 

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
イ
ン
フ
ラ
建
設
等
、大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
る
影
響
が
大
き
い
。 

　
関
西
は
除
電
力
ベ
ー
ス
で
最
も
低
い
伸
び
率

（
4
.
1
%
）だ
が
、小
売
の
大
規
模
投
資
の
一
段
落
に

よ
る
影
響
が
大
き
い
。次
い
で
、四
国
地
域
の
伸
び
率
が

低
い（
除
電
力
ベ
ー
ス
で
6.
5
%
）が
、こ
れ
も
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
関
連
の
大
型
投
資
の
一
段
落
に
よ
る
影
響
が

大
き
い
。い
ず
れ
も
、大
規
模
投
資
の
剥
落
以
外
の
面
で

は
他
地
域
と
同
様
、投
資
マ
イ
ン
ド
は
好
調
だ
。

　
そ
の
他
で
は
、九
州
が
含
電
力
ベ
ー
ス
で
地
域
別
で
唯
一

の
マ
イ
ナ
ス（
▲
2.
4
%
）と
な
っ
て
い
る
が
、メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
の
投
資
剥
落
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、こ
れ
を
除
け
ば

投
資
マ
イ
ン
ド
は
好
調
だ
。 

〈
総
括
〉

　
全
体
と
し
て
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
が
全
国
に
広
が
っ

て
い
る
状
況
に
あ
り
、製
造
業
は
幅
広
い
業
種
で
地
域
的

な
偏
在
も
少
な
く
増
勢
、非
製
造
業
も
、消
費
の
拡
大

を
反
映
し
て
各
地
域
で
増
勢
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、非
製
造
業
は
、大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
あ
る
首
都

圏（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）、大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
あ
る
北
陸

（
新
幹
線
開
業
、エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
イ
ン
フ
ラ
）と
い
っ
た

地
域
と
、そ
れ
以
外
の
地
域
の
差
が
生
じ
て
い
る
。今
後
、

地
域
経
済
の
構
造
改
革
に
よ
り
、さ
ら
な
る
産
業
活
動
・

基
盤
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
向
上
等
が
期
待
さ
れ
る
。 

　
設
備
投
資
動
向
を
大
都
市
圏
、地
方
圏
で
比
較
す
る

と
、3
年
連
続
で
大
都
市
圏
の
伸
び
率
が
地
方
圏
を

上
回
っ
て
い
る
。 

　
製
造
業
に
つ
い
て
は
、地
方
圏
に
お
い
て
、大
都
市
圏
よ
り

も
高
い
伸
び
率
を
示
し
て
い
る（
大
都
市
圏
1
9.
5
%
に

対
し
て
地
方
圏 

2
6.
3
%
）。 

　
一
方
、依
然
と
し
て
、大
都
市
圏
の
伸
び
率
が
地
方
圏

を
上
回
る
の
は
、構
成
比
で
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る

東
京
都
の
非
製
造
業
の
伸
び
率
が
、消
費
の
伸
び
に
加

え
、活
発
な
不
動
産
開
発
、航
空
関
連
等
の
投
資
を
背
景

と
し
て
非
常
に
高
い（
4
2.
9
%
）こ
と
が
主
要
因
だ
。 

　
今
後
、地
方
圏
を
中
心
に
、地
域
経
済
構
造
改
革
に

よ
る
産
業
活
動
・
基
盤
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
向
上
等
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、好
調
を
持
続
し
、バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
地
域
の
活
性
化
、発
展
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

基本解説 2

　

D
B
J
で
は
、産
業
の
設
備
投
資
の
基
本
的
動
向
の
把
握
を
目
的
と
し
て
、「
設
備
投
資
計
画
調
査（
調
査
対
象

企
業
：
原
則
と
し
て
資
本
金
1
億
円
以
上
の
民
間
法
人
企
業
）」を
年
1
回
実
施
し
て
い
る
。今
年
8
月
5
日
に

発
表
し
た「
地
域
別
2
0
1
4
年
度
設
備
投
資
計
画
」の
特
徴
を
、地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
、大
都
市
圏
・
地
方
圏
別
に

見
て
み
よ
う
。

Basic explanation
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
動
向

大
都
市
圏
・
地
方
圏
別
動
向

地
域
別
2
0
1
4
年
度
設
備
投
資
計
画

全
産
業
で
は
7
年
ぶ
り
に
全
地
域
で
増
加 

│
「
製
造
業
は
全
地
域
で
二
桁
増
、非
製
造
業（
除
電
力
）で
は
全
地
域
で
増
加
も
、地
域
差
あ
り 

│
※全国の投資額・増減率は、都道府県別の回答が得られていないデータも含めて算出している。

■図表1 2013／2014年度地域別・業種別投資動向■図表3 設備投資対前年度増減率（過去12年のトレンドと今回調査）

■図表2 大都市圏・地方圏別投資額、増減率

北海道

東北

北関東甲信

首都圏

北陸

東海

関西

中国

四国

九州

全国

2013年度

839 

2,084 

3,001 

6,258 

1,465 

8,828 

3,639 

3,172 

1,734 

2,047 

58,971 

2014年度

1,038 

2,677 

3,698 

7,518 

1,835 

10,098 

4,924 

4,241 

2,044 

2,586 

70,590 

23.7 

28.5 

23.2 

20.1 

25.2 

14.4 

35.3 

33.7 

17.9 

26.3 

19.7 

2013年度

2,973 

2,322 

1,304 

20,042 

2,033 

3,177 

8,837 

1,355 

680 

3,254 

108,669 

2014年度

3,350 

2,559 

1,420 

27,087 

2,922 

4,085 

9,031 

1,526 

731 

3,177 

122,456 

12.7 

10.2 

8.9 

35.1 

43.7 

28.6 

2.2 

12.6 

7.5 

▲2.4 

12.7 

2013年度

1,545 

1,981 

1,027 

19,919 

553 

2,943 

6,812 

1,291 

625 

2,599 

98,901 

2014年度

2,007 

2,239 

1,125 

26,989 

850 

3,775 

7,091 

1,451 

666 

2,931 

110,808 

29.9 

13.0 

9.5 

35.5 

53.7 

28.3 

4.1 

12.4 

6.5 

12.8 

12.0 

製造業 非製造業

投資額（億円） 投資額（億円） 投資額（億円）（除電力）増減率
（％）

増減率
（％）

増減率（％）
（除電力）

2012・2013年度比較 2013・2014年度比較

投資額（億円） 投資額（億円）

171,060 

58,836 

112,224 

49,428 

19,759 

16,180 

2,651 

33,248 

17,108 

43,699 

17,484 

26,215 

全国（※）

　製造業

　非製造業

大都市圏

　  （うち東京都）

　製造業

　  （うち東京都）

　非製造業

　  （うち東京都）

地方圏 

　製造業

　非製造業

176,187 

57,393 

118,794 

51,175 

20,391 

16,442 

2,850 

34,733 

17,541 

44,750 

16,863 

27,887 

3.0 

▲2.5 

5.9 

3.5 

3.2 

1.6 

7.5 

4.5 

2.5 

2.4 

▲3.6 

6.4 

167,640 

58,971 

108,669 

46,138 

18,366 

16,283 

3,155 

29,855 

15,211 

33,373 

16,809 

16,563 

193,047 

70,590 

122,456 

57,154 

25,450 

19,453 

3,710 

37,700 

21,740 

39,880 

21,236 

18,645 

15.2 

19.7 

12.7 

23.9 

38.6 

19.5 

17.6 

26.3 

42.9 

19.5 

26.3 

12.6 

2012年度実績 2013年度実績 2013年度実績 2014年度実績

大
都
市
圏
：
東
京 

千
葉 

埼
玉 

神
奈
川 

愛
知 

三
重 

京
都 

大
阪 

兵
庫
　
地
方
圏
：
上
記
以
外

※
全
国
の
投
資
額
・
増
減
率
は
、都
道
府
県
別
の
回
答
が
得
ら
れ
て
い
な
い
デ
ー
タ
も
含
め
て
算
出
し
て
い
る
。 

 

2003年度実績

2004年度実績

2005年度実績

2006年度実績

2007年度実績

2008年度実績

2009年度実績

2010年度実績

2011年度実績

2012年度実績

2013年度実績

2014年度計画

▲0.5

▲4.1

1.1

7.2

5.7

▲7.3

▲15.7

▲6.2

▲5.5

4.5

3.5

23.9

▲2.8

7.1

6.4

6.9

10.9

▲5.5

▲21.5

▲0.5

3.4

▲4.5

2.4

19.5

2.3

▲11.2

▲4.7

0.3

▲5.2

▲1.7

5.8

▲5.7

▲8.9

9.0

1.1

4.4

大都市圏［A］（％）地方圏［B］（％）［A］ー［B］（％）

増減率
（％）

増減率
（％）
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日
本
精
機
は
、北
海
道
内
で

精
密
機
器
を
製
造
す
る
企
業

が
ま
だ
珍
し
い
時
代（
1
9
6
9
年
）に

芦
別
で
創
業
、い
ち
早
く
海
外
市
場
に
目

を
向
け
、特
殊
小
型
、極
小
ベ
ア
リ
ン
グ
の

世
界
シ
ェ
ア
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
企
業
へ
と

成
長
し
た
。そ
の
一
方
で
、2
0
1
2
年
度

に
は
地
域
総
合
整
備
財
団
の「
ふ
る
さ
と

企
業
大
賞（
総
務
大
臣
賞
）」を
受
賞
す
る

な
ど
、地
域
貢
献
に
も
一
貫
し
て
力
を
注
い

で
き
て
い
る
。

　

創
業
者
の
小
林
英
一
氏
が
、ベ
ア
リ
ン
グ

商
社
の
札
幌
出
張
所
所
長
と
し
て
初
め
て

北
海
道
を
訪
れ
た
の
は
1
9
5
3
年
。

当
時
、花
形
産
業
だ
っ
た
石
炭
産
業
に

商
品
を
売
り
込
む
た
め
だ
っ
た
。だ
が
、

ほ
ど
な
く
石
炭
産
業
が
急
速
に
衰
退
す
る

中
で
、本
社
は
小
林
氏
へ
の
営
業
譲
渡
を

打
診
。も
と
も
と
起
業
を
目
指
し
て
い
た

小
林
氏
は
こ
れ
を
快
諾
し
、独
立
。経
営

者
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

市
場
規
模
が
小
さ
い
北
海
道
で
の
販
売

に
は
限
界
が
あ
る
と
感
じ
て
い
た
小
林

氏
は
、競
争
が
激
化
す
る
国
内
で
は
な

く
海
外
企
業
へ
の
営
業
に
集
中
し
た
。

苦
労
も
多
か
っ
た
が
、や
が
て
、日
本
の

製
品
の
品
質
の
良
さ
と
低
価
格
が
評
価

さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、

取
引
先
を

増
や
し
て

い
っ
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、小
型
ベ
ア
リ
ン
グ
で
あ

れ
ば
輸
送
コ
ス
ト
も
少
な
い
こ
と
を
知
り
、

販
売
だ
け
で
な
く
製
造
も
手
が
け
よ
う
と

い
う
考
え
が
浮
か
ん
だ
と
い
う
。「
マ
ー
ケ
ッ

ト
と
し
て
で
は
な
く
生
産
基
地
と
し
て

考
え
れ
ば
、北
海
道
に
１
つ
の
活
路
が
拓
け

る
と
感
じ
ま
し
た
。人
口
は
十
分
で
定
着

性
も
あ
り
、人
件
費
も
安
い
。
行
政
の

産
業
振
興
支
援
策
も
手
厚
い
。北
海
道
に

な
い
事
業
を
興
す
こ
と
に
は
や
り
が
い
が
あ

る
と
感
じ
た
の
で
す
」（
小
林
氏
、以
下
同
）

　

こ
う
し
て
1
9
6
9
年
、炭
坑
離
職
者

が
多
い
芦
別
市
に
北
日
本
精
機
を
設
立
し

た
の
だ
っ
た
。

　　

林
氏
は
、直
径
4
0
ミ
リ
以
下

の
小
型・極
小
ベ
ア
リ
ン
グ
に
特
化

し
た
製
品
づ
く
り
を
進
め
た
。特
殊
小
型
・

極
小
ベ
ア
リ
ン
グ
は
多
品
種
少
量
で
管
理

コ
ス
ト
が
高
い
た
め
、大
手
メ
ー
カ
ー
が

苦
手
と
し
て
い
た
か
ら
だ
。生
産
技
術
を

磨
き
、品
質
が
市
場
に
認
め
ら
れ
る
ま
で

に
5
年
ほ
ど
か
か
っ
た
が
、営
業
時
代
に

培
っ
た
取
引
関
係
が
い
き
て
輸
出
は
順
調

に
伸
び
て
行
っ
た
。1
9
8
0
年
代
に
は

輸
出
比
率
が
8
0
％
を
超
え
、海
外
か
ら

も
高
い
評
価
を
得
た
こ
と
で
、日
本
の
大
手

メ
ー
カ
ー
と
の
間
で
O
E
M
に
よ
る
取
引

も
始
ま
っ
た
。

　

こ
の
間
、工
場
の
新
設
、最
新
鋭
機
の
導

入
な
ど
積
極
的
な
設
備
投
資
も
進
め
た
。

8
0
年
代
後
半
に
は
、多
品
種
少
量
生
産

に
対
応
で
き
る
全
自
動
の
組
立
ラ
イ
ン
を

開
発
、稼
働
さ
せ
た
の
に
加
え
、完
成
品

チ
ェッ
ク
も
一
部
自
動
化
す
る
こ
と
に
成
功

し
、こ
れ
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
削
減
と
生
産
量
拡

大
が
可
能
と
な
っ
た
。9
3
年
に
は
中
国
上

海
で
現
地
生
産
を
開
始
。強
い
国
際
競
争

力
を
持
つ
と
と
も
に
、国
内
の
景
気
に
左
右

さ
れ
な
い
経
営
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
た
。

　
「
特
殊
小
型
・
極
小
ベ
ア
リ
ン
グ
は
最
先

端
の
医
療
機
器
や
電
子
機
器
に
欠
か
せ
な

い
の
で
需
要
が
安
定
し
て
い
ま
す
。大
手
と

の
競
合
も
な
い
。そ
の
結
果
、こ
の
3
0
年

ほ
ど
不
良
債
権
も
作
っ
て
お
ら
ず
、不
況

下
で
も
従
業
員
の
リ
ス
ト
ラ
は
し
な
か
っ
た

な
ど
強
い
経
営
を
実
現
し
て
い
ま
す
」

　

同
社
の
も
う
１
つ
の
競
争
力
は
在
庫

だ
。現
在
、1
万
種
の
在
庫
を
保
有
し
て

い
る
。「
世
界
で
一
番
に
な
る
た
め
に
は
、

特
定
分
野
で
世
界
一の
在
庫
を
も
た
な
い

と
い
け
な
い
の
で
す
。
通
常
の
納
品
は
、

注
文
を
受
け
て
か
ら
早
く
て
３
、４
カ
月

後
で
す
が
、こ
の
在
庫
で
ほ
と
ん
ど
の
製
品

に
つ
い
て
短
納
期
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

最
近
も
、あ
る
大
手
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
か

ら
納
期
6
0
日
の
注
文
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
な
い
と
プ
ラ
ン
ト
が
出
荷
で
き
な
い

と
い
う
の
で
す
。当
社
に
は
在
庫
が
あ
っ
た

の
で
、早
速
納
入
。大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
」

業
経
営
の
一
方
で
、小
林
氏
は

企
業
と
し
て
地
域
社
会
の
た
め

に
ど
ん
な
貢
献
が
で
き
る
か
を
考
え
、

具
体
的
な
準
備
を
進
め
て
き
た
。

　
「
従
来
の
よ
う
に
、企
業
は
事
業
で
収
益

を
上
げ
れ
ば
い
い
と
い
う
時
代
で
は
な
い
。

地
域
社
会
と
い
か
に
強
く
つ
な
が
っ
て
生
き

て
い
く
か
を
考
え
な
い
と
、企
業
と
し
て
の

本
当
の
実
力
は
つ
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

1
5
年
位
前
、そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
」

　

そ
の
１
つ
が
高
齢
者
事
業
へ
の
取
り

組
み
だ
。少
子
化
の
中
で
廃
校
に
な
っ
た

地
元
の
小
学
校
の
施
設
を
改
造
し
て
、

地
域
の
高
齢
者
の
生
活
拠
点
に
し
た
い
と

い
う
。「
地
元
の
行
政
と
協
力
し
合
っ
て
実

現
し
て
い
き
た

い
。年
金
の
範
囲

内
で
無
理
な
く

生
活
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
、こ
の
1

〜
2
年
中
に
完

成
さ
せ
た
い
」と

芦
別
を
拠
点
に
世
界
へ
展
開

地
域
社
会
へ
も
貢
献
す
る

地
域
の
み
ら
い
を
創
る

企
業
事
例
1

生
産
基
地
と
し
て

活
路
を
拓
く

製
品
特
化
で

強
い
経
営
を
実
現

利
益
は
地
域
の

た
め
に
出
す　

意
気
込
む
。

　

小
林
氏
が
目
指
す
の
は
、「
北
海
道
の

地
域
社
会
の
次
の
形
を
作
り
上
げ
る

こ
と
。こ
の
先
、人
口
が
減
っ
て
社
会
の
規
模

が
小
さ
く
な
っ
て
も
、足
元
か
ら
ハ
ッ
ピ
ー

に
生
き
て
い
け
る
シ
ス
テ
ム
を
創
る
こ
と
」

だ
。そ
の
た
め
に
、地
域
と
と
も
に
生
き
る

企
業
が
、も
っ
と
力
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
訴
え
る
。「
利
益
は
地
域
の
た
め

に
出
す
と
い
う
哲
学
を
持
つ
企
業
が
新
し
い

流
れ
を
創
る
こ
と
で
、地
域
が
そ
れ
ぞ
れ

に
生
き
て
い
く
道
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
収
益
至
上
主
義
は

長
続
き
し
ま
せ
ん
。日
本
は
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
た
国
な
の
で
、必
ず
や
い
い
方
向
に

進
む
と
思
っ
て
い
ま
す
」　

　

地
方
創
生
に
向
け
て
地
域
企
業
へ
の

期
待
が
高
ま
る
中
、北
日
本
精
機
は
次
の

日
本
に
求
め
ら
れ
る
地
域
企
業
の
モ
デ
ル

的
存
在
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

北
日
本
精
機
株
式
会
社（
北
海
道
芦
別
市
）

北日本精機株式会社　代表取締役　会長

小林 英一氏

北

小

企
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0
0
6
年
、長
野
県
飯
田
地
域

で
地
元
の
中
小
企
業
群
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
っ
た
。
航
空

宇
宙
分
野
の
長
期
安
定
的
な
成
長
性
に

着
目
し
、飯
田
地
域
の
強
み
で
あ
る
高

精
度
精
密
加
工
技
術
を
生
か
し
て
航
空

宇
宙
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
を
目
指
す

「
飯
田
航
空
宇
宙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」だ
。

　
「
飯
田
地
域
に
集
積
し
て
い
る
精
密
加

工
企
業
の
多
く
は
、域
内
外
大
手
企
業
の

下
請
け
と
し
て
成
長
し
て
き
ま
し
た
が
、

親
企
業
の
海
外
シ
フ
ト
な
ど
産
業
構
造
が

変
わ
る
な
か
、受
注
が
減
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
、将
来
性
が
見
込
ま
れ
る

成
長
産
業
に
目
を
向
け
、育
て
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
た
の
で
す
」

　

当
時
の
状
況
に
つ
い
て
そ
う
語
る
の
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
足
当
時
か
ら
と
り
ま
と

め
役
を
務
め
る
松
島
信
雄
氏
だ
。松
島
氏

は
、飯
田
市
に
本
社
の
あ
っ
た
平
和
時
計

製
作
所
、(

（
現
）シ
チ
ズ
ン
時
計
マ
ニ
ュ

フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ)

の
社
長
を
退
任
後
、

開
発
・
生
産
技
術
や
海
外
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
な
ど
の
豊
富
な
経
験
を
見
込
ま
れ
、

地
元
か
ら
請
わ
れ
て
単
身
飯
田
に
残
り
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、主
導
し

て
き
た
。

　

だ
が
、こ
れ
ま
で
親
企
業
相
手
に
受
け

身
で
仕
事
を
し
て
き
た
地
域
の
中
小
企
業

に
は
、新
分
野
へ
の
挑
戦
に
最
も
必
要
な

商
品
開
発
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
機
能
を

担
う
人
材
が
不
足
し
て
い
た
。そ
こ
で
、

松
島
氏
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
向
け

て
2
つ
の
解
決
目
標
を
掲
げ
た
。地
域
に

お
け
る
企
業
間
の
協
力
風
土
の
醸
成
と

信
頼
関
係
の
構
築
、学
ぶ
風
土
の
醸
成
と

人
材
育
成
だ
。「
中
小
企
業
単
独
で
の
航
空

宇
宙
分
野
へ
の
参
入
に
は
限
界
が
あ
る
が
、

複
数
社
が
お
互
い
に
協
力
す
れ
ば
可
能
。

そ
の
た
め
に
は
、各
社
が
壁
を
つ
く
っ
て
競
い

合
う
体
質
を
改
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
ま
し
た
。
競
争
相
手
は
飯
田
で
も

日
本
国
内
で
も
な
く
世
界
な
の
で
す
。ま
た
、

こ
の
地
域
に
は
4
年
制
の
大
学
が
な
い

た
め
、地
域
で
高
度
専
門
人
材
を
育
成

す
べ
く
、企
業
人
を
対
象
に
夜
間
・
休
日
を

中
心
に
実
践
的
な
講
座
を
開
講
す
る

市
民
大
学
「
飯
田
産
業
技
術
大
学
」
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
で
す
」（
松
島
氏
）

空
宇
宙
分
野
に
着
目
し
た
理
由

は
3
つ
だ
。
ま
ず
、長
期
的
に

安
定
し
た
受
注
が
見
込
ま
れ
る
成
長
産
業

で
あ
る
こ
と
。世
界
の
航
空
機
市
場
は
、

民
間
新
造
機
需
要
の
拡
大
を
受
け
て
中
長

期
的
に
成
長
、こ
れ
を
支
え
る
部
品
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
拡
大
す

る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。次
に
、飯
田
地
域

は
日
本
の
航
空
宇
宙
産
業
の
中
心
で
あ
る

中
部
圏
に
近
く
、か
つ
航
空
宇
宙
分
野
で

長
年
の
実
績
あ
る
多
摩
川
精
機
な
ど
高
精

度
精
密
加
工
業
の
集
積
地
と
し
て
少
量
多

品
種
の
航
空
宇
宙
産
業
に
は
適
し
て
い
る

こ
と（
注
１
）。そ
し
て
、高
度
な
技
術
レ
ベ

ル
と
厳
格
な
品
質
が
求
め
ら
れ
る
航
空
宇

宙
産
業
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
技
術
と
品
質

保
証
面
で
の「
付
帯
効
果
」が
生
ま
れ
、他

の
産
業
分
野
へ
の
水
平
展
開
が
可
能
に
な

る
と
期
待
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
は
、全
体
活
動

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
、各
種
セ
ミ
ナ
ー
・

研
修
会
の
開
催
）と
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

（
共
同
受
注
活
動
、Q
M
S（
注
２
）体
制

構
築
、ソ
フ
ト
研
究
、加
工
研
究
）、生
産
技

術
分
野
に
お
け
る
人
材
育
成
か
ら
成
る
。

　

要
と
な
る
の
が
、共
同
受
注
活
動
を
担
う

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム（
「
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス

飯
田
」（
構
成
企
業
9
社
））だ
。松
島
氏

は
、そ
の
共
同
受
注
体
制
の
構
築
に
も
っ
と

も
力
を
注
い
だ
と
言
う
。「
構
成
企
業
は

お
互
い
が
ラ
イ
バ
ル
な
の
で
手
の
う
ち
を
明

か
し
ま
せ
ん
。企
業
間
の
壁
を
取
り
払
っ

て
、い
わ
ば〝
株
式
会
社
飯
田
〞ぐ
ら
い
の
協

力
体
制
を
築
か
な
い
と
飯
田
は
地
域
ご

と
世
界
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
と
説
き
続

け
ま
し
た
」

　

ま
た
、本
気
で
航
空
宇
宙
分
野
へ
の

参
入
を
目
指
す
に
は
、各
社
に
明
確
な
責

任
と
義
務
を
追
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
た
め
、「
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
飯
田
」独
自
の

規
約
を
設
け
遵
守
さ
せ
て
い
る
。営
業
や

展
示
会
参
加
、試
作
品
製
作
な
ど
の
活
動

費
も
構
成
企
業
各
社
か
ら
の
会
費
で
賄
っ

て
い
る
。こ
う
し
て
、グ
ル
ー
プ
を
一つ
の

企
業
、各
社
を
1
事
業
部
門
と
み
た
て

運
営
を
行
い
、強
い
信
頼
関
係
に
も
と

づ
く
共
同
受
注
体
制
を
構
築
し
て
き
た
。

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
現
在
、3
8

社
が
参
加
。
成
果
も
着
実
に

あ
が
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
航
空
機

メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
条
件
と
な
る

J
I
S
Q
9
1
0
0（
航
空
宇
宙
産
業
の

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
規
格
）は
、3
8
社
の

う
ち
既
に
1
5
社
が
認
証
取
得
し
た
。

エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
飯
田
へ
の
受
注
も
年
々

増
え
て
お
り
、
2
0
1
3
年
度
に
は

1
5
0
件
に
達
し
た
と
い
う
。

　

そ
れ
に
も
増
し
て
大
き
な
成
果
は
、

協
力
風
土
、学
ぶ
風
土
づ
く
り
が
定
着
し
、

地
域
企
業
間
の
信
頼
関
係
が
強
ま
っ
て

い
る
こ
と
だ
。た
と
え
ば
設
備
投
資
も
、

か
つ
て
は
お
互
い
が
競
争
相
手
な
の
で

各
社
で
同
じ
機
械
を
導
入
し
て
い
た
が
、

今
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
で
一
貫
生
産
が

で
き
る
よ
う
に
各
社
が
よ
り
高
性
能
な

別
々
の
機
械
を
入
れ
て
い
る
。ま
た
、飯
田

産
業
技
術
大
学
で
は
年
間
1
5
0
社
を

超
え
る
企
業
か
ら
延
べ
2
0
0
0
人
近
い

企
業
人
が
学
ん
で
い
る
。「
夢
の
あ
る
良
質

な
雇
用
の
場
を
創
り
出
し
、優
秀
な
若
者

を
飯
田
に
引
き
つ
け
た
い
」。松
島
氏
が
見

世
界
に
通
用
す
る

航
空
宇
宙
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
を
目
指
し
て

地
域
の
み
ら
い
を
創
る

企
業
事
例
2

協
力
や
学
び
の

土
壌
づ
く
り
が

不
可
能
を
可
能
と
す
る

地
域
の
未
来
へ
の

挑
戦
が
続
く

据
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
究
極
の
ゴ
ー
ル
は
、

人
口
減
少
が
進
む
飯
田
地
域
の
活
性
化
だ
。

　
一
方
で
、今
後
の
課
題
も
多
い
。だ
が
、

松
島
氏
に
焦
り
は
な
い
。「
航
空
宇
宙
分
野

の
難
し
い
と
こ
ろ
は
、技
術
面
で
の
高
度
な

要
求
に
対
応
で
き
る
よ
う
1
0
年
単
位
の

ス
パ
ン
で
先
行
投
資
し
な
が
ら
、設
備
や
人

材
を
育
て
て
い
か
な
い
と
も
の
に
な
ら
な
い

こ
と
。し
か
も
、市
場
参
入
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に

つ
い
て
も
、新
型
機
の
試
作
段
階
で
ア
プ

ロ
ー
チ
し
な
け
れ
ば
、次
の
新
型
機
ま
で

チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
、参
入
時

に
は
最
新
鋭
設
備
へ
の
投
資
が
必
要
で
、赤

字
ス
タ
ー
ト
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。こ
う
し
た
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
を
参
加

企
業
に
ど
う
納
得
し
て
も
ら
い
、本
気
で
挑

戦
し
て
も
ら
う
か
、ど
う
乗
り
超
え
て
も
ら

う
か
。こ
れ
に
は
本
当
に
苦
労
し
ま
し
た
」。

松
島
氏
の
話
し
振
り
か
ら
は
、当
初
目
指
し

た
協
力
風
土
と
学
び
の
風
土
の
醸
成
が
進

み
、企
業
間
の
信
頼
関
係
が
本
物
に
な
っ
て

い
る
こ
と
へ
の
確
信
が
読
み
取
れ
る
。

　

短
期
的
な
成
果
に
期
待
す
る
の
で
は
な

く
、地
域
に
お
け
る
も
の
づ
く
り
や
人
づ
く

り
の
仕
組
み
を
根
本
か
ら
変
え
る
こ
と
で
、

地
域
産
業
の
新
た
な
可
能
性
を
追
求
す
る

「
飯
田
航
空
宇
宙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。地
域
の

未
来
へ
向
け
て
息
の
長
い
挑
戦
が
続
く
。

地
元
中
小
企
業
に
よ
る

共
同
受
注
体
制
の
確
立

（注１）こうした集積を背景に、経産省の三遠南信クラスターの地域指定を受けるなど国や自治体(長野県、飯田市等)からの各種支援も受けている
（注２）Quality Management System（品質マネジメントシステム）の略

飯
田
航
空
宇
宙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／

エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
飯
田（
長
野
県
飯
田
市
）

2

航

プ

飯田航空宇宙プロジェクト
マネージャー

松島 信雄氏
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国
木
材
は
、住
宅
用
構
造
材

（
梁・桁・柱
な
ど
）の
製
材
を
中
心

に
、加
工
・
販
売
ま
で
一
貫
し
て
行
う
国
内

最
大
規
模
の
木
材
メ
ー
カ
ー
だ
。「
多
品

種
・
即
納
・
欠
品
な
し
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

米
材
、欧
州
材
、国
産
材
と
多
品
種
の

木
材
を
取
り
揃
え
る
と
と
も
に
、業
界
最
大

規
模
の
乾
燥
設
備
や
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
た
高
品
質
な
乾
燥
木
材
の
安
定

供
給
を
通
じ
て
、日
本
の
住
宅
づ
く
り
を

支
え
て
い
る
。

　

1
9
5
3
年
創
業
の
同
社
は
、事
業
環
境

の
変
化
に
常
に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
、

業
界
ト
ッ
プ
企
業
へ
と
成
長
し
て
き
た
。

中
で
も
大
き
な
節
目
と
な
っ
た
の
が
、8
3

年
に
実
行
し
た
米
材
専
門
の
大
型
新
工
場

（
本
社
工
場
）の
建
設
だ
。「
神
戸
製
鋼
子

会
社
の
工
場
跡
地
1
万
8
千
坪
を
購
入

し
、当
時
の
年
商
の
数
倍
に
も
及
ぶ
投
資

を
実
行
。周
囲
の
7
割
の
人
か
ら
中
国
木
材

は
お
か
し
く
な
っ
た
と
揶
揄
さ
れ
る
ほ
ど

で
し
た
」と
、同
社
代
表
取
締
役
・
堀
川
保

幸
氏
は
苦
笑
す
る
。

　

だ
が
、堀
川
氏
に
は
確
か
な
勝
算
が
あ
っ

た
。そ
れ
は
、木
材
業
を
取
り
巻
く
環
境

変
化
に
対
す
る
読
み
だ
。
も
と
も
と
、

木
材
業
は
小
規
模
経
営
だ
っ
た
が
、や
が
て

国
内
の
森
林
資
源
が
枯
渇
し
、輸
入
材
が

主
体
と
な
っ
て
か
ら
は
大
量
輸
送
・
大
量

生
産
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。物
流

コ
ス
ト
が
製
材
加
工
コ
ス
ト
よ
り
も
大
き
い

木
材
業
は
物
流
業
で
も
あ
る
。だ
か
ら
、

堀
川
氏
は
、大
型
化
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

が
有
利
と
考
え
て
新
工
場
の
建
設
を
決
め

た
の
だ
。

　
「
北
米
産
の
原
木
は
船
舶
で
輸
入
さ
れ

ま
す
が
、当
時
は
製
材
工
場
の
規
模
が

小
さ
か
っ
た
の
で
、大
阪
、岡
山
、広
島
な
ど

5
港
に
分
散
し
て
降
ろ
し
て
い
ま
し
た
。

だ
が
、そ
れ
で
は
1
港
ご
と
に
コ
ス
ト
が
発

生
し
ま
す
。こ
の
輸
送
コ
ス
ト

を
最
大
限
削
減
さ
せ
な
け
れ

ば
激
化
す
る
競
争
に
は
勝
て
な

い
と
考
え
て
、大
型
原
木
船
専

用
の
岸
壁
を
自
社
内
に
建
設

し
、北
米
と
当
社
工
場
を
直
結

す
る『
一
港
積
み
一
港
お
ろ
し
』

と
い
う
輸
送
体
制
を
確
立
し
た

の
で
す
」（
堀
川
氏
）

　

こ
れ
に
伴
い
、国
内
物
流
も

変
え
た
。当
時
の
業
界
で
は
製
品
を
ト

ラ
ッ
ク
で
各
地
へ
運
ん
で
い
た
が
、同
社
は

新
た
に
大
型
物
流
セ
ン
タ
ー
を
岡
山
、

大
阪
、名
古
屋
、千
葉
な
ど
の
海
岸
部
に

設
置
し
、船
舶
輸
送
に
切
り
替
え
た
。

こ
う
し
て
、物
流
業
で
は
大
型
化
が
有
利

と
い
う
堀
川
氏
の
読
み
は
的
中
し
、そ
の
後

の
同
社
の
躍
進
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

の
後
も
、変
化
へ
の
対
応
が
続
く
。

9
5
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
等

を
機
に
品
質・性
能
の
確
か
な
木
材
製
品
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、曲
が
り
や
狂
い
、

割
れ
が
起
き
に
く
い
乾
燥
材
の
供
給
拡
大
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
積
極
的
に
乾
燥

装
置
を
導
入
し
、乾
燥
コ
ス
ト
の
低
減
と

乾
燥
材
の
安
定
供
給
を
実
現
し
た
。

　

ま
た
、技
術
職
人
の
減
少
や
住
宅
建
築
の

工
期
短
縮
か
ら
プ
レ
カ
ッ
ト（
注
）化
へ
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
る
中
、9
5
年
に
は
プ
レ
カ
ッ
ト

工
場
の
稼
働
を
、9
7
年
に
は
乾
燥
材
と
と

も
に
プ
レ
カ
ッ
ト
へ
の
適
合
性
が
高
い
集
成
材

の
生
産
を
、そ
れ
ぞ
れ
開
始
し
た
。さ
ら
に
、

0
3
年
に
は
ス
ギ
と
ベ
イ
マ
ツ
を
使
用
し
た

異
樹
種
集
成
材「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド・ビ
ー
ム
」が
、

日
本
で
初
め
て
J
A
S
認
定
を
取
得
し
た
。

　

近
年
、注
目
を
集
め
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
に
も
、い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
い
る
。

0
3
年
以
降
、製
材
の
過
程
で
出
る
原
木

の
樹
皮
・
木
材
チ
ッ
プ・
オ
ガ
粉
を
燃
料
と

し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
設
備
を
国
内
3

工
場
に
設
置
。工
場
の
必
要
電
力
を
賄
う

の
に
加
え
、発
電
時
に
生
じ
る
蒸
気
を
木

材
の
乾
燥
に
も
利
用
。さ
ら
に
は
、余
剰
電

力
を
売
電
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
削
減

に
つ
な
げ
て
い
る
。木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
の
規
模（
2
8
3
0
0
k
w
）と
し
て
は

同
社
の
設
備
が
国
内
最
大
だ
。

年
8
月
、同
社
は
宮
崎
県
日
向

市
で
建
設
中
の
新
工
場（
9
万

坪
）で
の
試
運
転
を
開
始
し
た
。総
投
資
額

3
5
0
億
円
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
指

す
の
は
、国
産
材
事
業
の
本
格
展
開
だ
。

　

環
境
意
識
の
高
ま
り
や
為
替
の
円
安

傾
向
で
国
産
材
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
る
。

製
材
工
場
の
素
材
入
荷
量
に
占
め
る
国
産

材
の
割
合
は
、0
2
年
の
5
0
％
か
ら
一
貫

し
て
上
昇
し
、1
1
年
に
は
7
0
％
に

達
し
た（
農
林
水
産
省「
木
材
需
要
報
告

書
」「
木
材
統
計
」）。宮
崎
県
で
も
毎
年

の
素
材
生
産
量
が
伸
び
る
一
方
で
、製
材

工
場
の
設
備
は
現
状
維
持
状
態
で
あ
り
、

供
給
過
多
と
な
る
見
込
み
だ
。日
向
工
場

は
、そ
の
受
け
皿
と
な
る
べ
く
素
材
利
用

変
化
に
対
応
し
続
け
て
6
1
年
。

国
内
最
大
規
模
の
木
材
メ
ー
カ
ー
へ

地
域
の
み
ら
い
を
創
る

企
業
事
例
3

コ
ス
ト
競
争
力
を

成
長
の
原
動
力
に

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
も

積
極
展
開

国
産
材
を

主
役
に
輸
出
事
業
へ

を
行
い
、森
林
の
循
環
利
用
に
貢
献
す
る
。

　

日
向
工
場
の
稼
働
は
地
元
の
雇
用
に
も

貢
献
す
る
。最
大
2
6
0
名
程
度
を
予
定

し
て
お
り
、既
に
日
向
市
内
及
び
近
隣
か

ら
雇
用
し
た
約
7
0
人
が
、本
社
工
場

（
広
島
県
）な
ど
で
研
修
中
だ
。

　

輸
出
事
業
に
も
力
を
入
れ
る
。国
内
で

は
人
口
減
少
で
住
宅
着
工
数
の
減
少
が
確

実
視
さ
れ
、需
要
の
伸
び
は
見
込
め
な
い
。

こ
の
た
め
、既
に
同
社
は
昨
年
か
ら
韓
国
へ

の
輸
出
を
開
始
し
て
お
り
、今
後
は
台
湾
、

中
国
へ
も
拡
大
す
る
予
定
だ
。「
製
材
品

を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
は
自
社
林

を
保
有
し
、仕
入
れ
価
格
が
相
場
に
左
右

さ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。す
で
に
当
社
で
は
4
千
h
a
の
山
林

を
購
入
済
み
で
、1
年
後
に
は
1
万
h
a

の
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
」（
堀
川
氏
）

　

木
を
植
え
て
育
て
、有
効
利
用
す
る
一
気

通
貫
の
合
理
的
な
シ
ス
テ
ム
が
実
現
す
れ

ば
、林
業
、木
材
加
工
業
、輸
出
産
業
の

各
分
野
で
大
き
な
可
能
性
が
拓
け
る
。

「
次
の
市
場
は
海
外
。国
産
材
を
主
役
に

し
て
輸
出
す
る
の
が
今
の
夢
で
あ
り
、そ
こ

で
も
コ
ス
ト
競
争
力
の
差
が
生
き
残
り
の

決
め
手
に
な
る
」と
、堀
川
氏
は
変
化
へ
の

対
応
力
を
一
段
と
強
め
る
構
え
だ
。

（注）プレカット : 建築現場で構造部材を加工するのではなく、工場で住宅の設計図通りに加工して出荷すること

中
国
木
材
株
式
会
社（
広
島
県
呉
市
）

中国木材株式会社　代表取締役

堀川 保幸氏

中

そ

今
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B
J
は
か
ね
て
よ
り
地
域
活
性

化
を
業
務
の
重
要
課
題
と
し
て

掲
げ
、積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
て

い
る
が
、今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第

3
次
中
期
経
営
計
画
（
2
0
1
4
〜

2
0
1
6
年
度
）に
お
い
て
は「
地
域
の
元

気
が
、日
本
の
元
気
」を
目
標
に
、地
域
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、各
地
域
に
応
じ
た
活

性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
今
年
9
月
、人
口
減
少
問
題
へ
の

対
応
や
稼
ぐ
力
の
創
造
、イ
ン
フ
ラ
老
朽

化
へ
の
対
処
等
の
課
題
に
直
面
す
る
地
域

で
の
自
立
的
な
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
効

果
的
に
後
押
し
す
る
た
め
、「
地
域
み
ら
い

づ
く
り
本
部（
本
部
長
：
代
表
取
締
役

社
長 

橋
本
徹
）」を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

包
括
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て「
地
域
創
生

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
創
設
し
た
。地
域
の
重
要

課
題
に
取
り
組
む
た
め
に
D
B
J
グ
ル
ー

プ
横
断
型
の
本
部
を
設
置
す
る
の
は
、

D
B
J
で
も
初
め
て
。こ
の
本
部
設
置
と

プ
ロ
グ
ラ
ム
創
設
を
通
じ
、体
制
面
及
び

ナ
レ
ッ
ジ
提
供
面
の
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
く
。

地
域
み
ら
い
づ
く
り
本
部
の
設
置

　
「
地
域
み
ら
い
づ
く
り
本
部
」は
、地
域
の

活
性
化
に
関
す
る
取
り
組
み
を
D
B
J
グ

ル
ー
プ
を
挙
げ
て一体
的
に
推
進
し
て
い
く
た

め
、全
国
の
支
店・事
務
所
、本
店
関
連
部
、

関
連
グ
ル
ー
プ
企
業
の
連
携
を
促
進
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、新
た
に
創
設
す
る「
地
域

創
生
プ
ロ
グ
ラ
ム（
下
記
）」の
取
り
組
み
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
推
進
す
る
役
割
を
担
う
ほ

か
、地
域
に
関
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
創
造

と
提
供
と
い
っ
た
ハ
ブ
機
能
を
果
た
し
、

D
B
J
の
持
つ
投
融
資
・コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ・ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
機
能
も
最
大
限
に
活

用
し
な
が
ら
、地
域
に
お
け
る
革
新
的
事

業
の
育
成
、新
た
な
需
要
創
造
、地
域
と
域

外
間
の
効
果
的
な
連
携
、地
域
の
競
争
基

盤
強
化
、雇
用
促
進
等
に
積
極
的
に
貢
献

し
て
い
く
。

地
域
創
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
設

　
「
地
域
創
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、以
下
の
施

策
を
柱
と
し
た
包
括
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

1
．地
域
み
ら
い
づ
く
り
ラ
ボ　

　

当
ラ
ボ
は
、地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

を
D
B
J
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、内
外
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
を
活
用
し
て
、以
下
の
2
点

を
中
心
に
、地
域
の
取
り
組
み
や
課
題
へ

の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
機
動
的
、効
率
的
に

提
供
し
て
い
く
。

　

ま
ず
、行
内
外
の
実
務
経
験
者
に
よ
る

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
、各
分
野
の
有
識
者

に
よ
る
指
導
等
を
通
じ
て
、革
新
的
プ
ラ
ン

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
化
を
ハ
ン
ズ
オ
ン

で
実
践
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

次
に
、「
P
P
P
／
P
F
I
大
学
校
」の

開
講
、「
M
O
T
研
修（
価
値
づ
く
り
技

術
経
営
研
究
会
）」の
開
催
、新
た
な
価
値

創
造
を
図
る
た
め
の「
場
」
と
し
て
の

「
地
域
i
H
u
b（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
･

ハ
ブ
）」の
全
国
展
開
等
を
通
じ
て
、地
域

を
担
う
人
材
に
対
す
る
D
B
J
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
提
供
を
行
う
。

２
．地
域
貢
献
M
&
A
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

当
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、地
域
の
成
長
に
資

す
る
M
&
A
案
件
を
支
援
す
る
も
の
だ
。

事
業
再
編
を
通
じ
た
生
産
性
向
上
等
、地

域
企
業
の
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
取
り

組
み
や
、地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
資
す
る

取
り
組
み
に
、地
域
金
融
機
関
と
も
連
携

し
つ
つ
、き
め
細
や
か
に
対
応
し
て
い
く
。

B
J
は
、地
域
の
強
み
や
潜
在
力

を
活
か
し
た
成
長
を
後
押
し
す

る
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、2
0
1
0
年

に「
地
域
元
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
創
設
し
、地

域
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
や
提
言
等
、

情
報
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、支
店
ご
と
に
各
地
域
の
産
業
構
造
等

を
踏
ま
え
て
特
色
あ
る
分
野・事
業
に
光
を

あ
て
、地
域
金
融
機
関
と
協
調
し
つ
つ
通
常

よ
り
金
利
を
優
遇
し
た
融
資
を
行
う
等
、資

金
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

2
0
1
4
年
度
は
、そ
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
推
進
す
べ
く
、同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容

を
一
部
見
直
す
と
と
も
に
、雇
用
創
出
、地

域
の
人
材・資
源
の
活
用
な
ど
、ヒ
ト・モ
ノ・

カ
ネ
の
有
効
活
用
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献

す
る
企
業
の
概
念
を
導
入
し
、こ
う
し
た
企

業
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、地
域
と
企
業
が
と
も
に
元
気

に
な
る
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

・
地
方
と
も
厳
し
い
財
政
制
約
の

下
で
公
共
施
設
の
老
朽
化

問
題
等
へ
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

P
P
P
/
P
F
I
等
に
よ
る
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ

や
民
間
資
金
の
活
用
が
不
可
欠
だ
。政
府
の

「
日
本
再
興
戦
略
」で
も
、今
後
1
0
年
間
で

P
P
P
/
P
F
I
の
事
業
規
模
を
1
2
兆

円
に
拡
大
す
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、D
B
J
で
は
2
0
1
2
年

度
か
ら
全
国
各
地
に
お
い
て
地
域
金
融
機

関
等
と
連
携
し
な
が
ら
P
P
P
/
P
F
I

の
推
進
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い

る
。具
体
的
に
は
、P
P
P
/
P
F
I
を
取

り
巻
く
環
境
や
最
近
の
関
連
施
策
動
向
、具

体
事
例
な
ど
を
始
め
、民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
や
民

間
資
金
を
活
用
し
た
公
共
施
設
再
構
築
等

の
推
進
に
役
立
つ
情
報
発
信
を
行
う
。1
2

年
度
は
6
回
、

1
3
年
度
は
8

回
、今
年
度
は
8

月
末
ま
で
に
7
回
、そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。

D
B
J
で
は
、今
後
も
当
該
セ
ミ
ナ
ー
を
引

き
続
き
全
国
各
地
で
開
催
す
る
な
ど
、国・

自
治
体
・
企
業
・
地
域
金
融
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
、地
域
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
更
新
等
へ
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
予
定
だ
。

B
J
で
は
、観
光
産
業
を
通
じ
て

地
域
活
性
化
を
支
援
す
る
た
め
、

地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構

（
R
E
V
I
C
）及
び
リ
サ・パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

と
共
に
、「
観
光
活
性
化
マ
ザ
ー
フ
ァ
ン
ド
投

資
事
業
有
限
責
任
組
合
」（
以
下「
本
フ
ァ
ン

ド
」）を
今
年
4
月
1
日
付
で
組
成
し
た
。

日
本
全
国
を
網
羅
す
る
観
光
に
特
化
し
た

初
の
フ
ァ
ン
ド
だ
。

　

地
域
金
融
機
関
等
と
も「
子
フ
ァ
ン
ド
」

を
組
成
し
な
が
ら
、地
域
の
観
光
産
業
の
活

性
化
に
資
す
る
企
業
に
対
し
て
、自
社
の
さ

ら
な
る
成
長
や
地
域
の
発
展
に
必
要
と
な

る
資
金
を
供
給
す
る
。既
存
の
再
生
フ
ァ
ン

ド
が
、デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
で
の
債
権
買
い
取
り

が
中
心
で
、投
資
事
業
者
等
に
対
す
る
新

規
与
信
は
想
定
し
な
い一
方
、本
フ
ァ
ン
ド
は

地
域
の
み
ら
い
を
創
る

D
B
J
の
取
り
組
み
事
例

成
長
支
援
の一
環
と
し
て
、事
業
者
に
必
要

な
投
資
に
つ
い
て
新
規
与
信
を
行
う
。

　

具
体
的
に
は
、メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

（
劣
後
ロ
ー
ン
、優
先
株
式
等
）及
び
出
資
等

の
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
を
新
た
に
供
給
す
る
と
と

も
に
、地
域
内
や
広
域
で
の
企
業
間
の
連
携

や
再
編
等
に
も
取
り
組
ん
で
行
く
。ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
R
E
V
I
C
の
観
光
専
門

人
材
が
経
営
指
導
や
必
要
人
材
の
紹
介
等

を
実
施
す
る
。

　

今
年
9
月
5
日
に
は
本
フ
ァ
ン
ド
第
1
号

案
件
と
し
て
、知
床
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル（
本
社・

北
海
道
斜
里
郡
）の
本
館
改
装
工
事
に
対

す
る
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
実
施
し
た
。

D D国

D
「
観
光
活
性
化

マ
ザ
ー
フ
ァ
ン
ド
」を
組
成

「
地
域
元
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を

拡
充

※愛知・秋田・奈良・高知・岩手は、内閣府も共催
※奈良・高知は、PFI推進機構も連携

■2014 年度「PPP/PFI 推進セミナー」開催状況

■観光活性化マザーファンドのスキーム図

愛知県

秋田県

奈良県

高知県

北海道（帯広）

岩手県

茨城県

H26.4/15（火）

H26.4/23（水）

H26.5/9（金）

H26.5/13（火）

H26.7/29（火）

H26.8/6（水）

H26.8/22（金）

ウインク愛知

ユースパル

奈良商工会議所

四国銀本店

とかちプラザ

岩手銀本店

テラスザガーデン水戸

十六銀

北都銀

南都銀

四国銀

帯広信金・十勝信組等

岩手銀

常陽銀

開催都市 日時 場所 連携地銀

平成26年度（現時点）

P
P
P
/
P
F
I
推
進

セ
ミ
ナ
ー
を
各
地
で
開
催

DBJ リサ・パートナーズ

子ファンド

企業 企業

その他LP投資家

地域金融機関等
（地銀・信金等）

企業 企業

REVIC

REVICキャピタルRD観光ソリューションズ

観光活性化マザーファンド投資事業有限責任組合（MF）

LP出資 LP出資

出資 GP出資

GP出資 ファンドの運営・管理

子ファンドの
運営・管理
も想定

出資出資 出資

共同運営体制

MFからの
直接投融資も可能

投融資等 投融資等

L
P
出
資

■各支店の担当エリアにおけるサポート対象分野・事業

エリア 対象分野・事業

成長を牽引する食のバリューチェーン強化／魅力を発信する観光産業の発展
持続的成長を支える環境・インフラの構築

“新しい東北の産業創成”プログラム

食とものづくりの付加価値戦略の推進／安全・安心な地域づくりの促進

人口/産業集積をフルに活用した市場創造に資する事業／地域事情に応じたインフラの整備更新
ものづくり産地等においてグローバル化に対応し競争力強化に資する事業

「心・技・体」で北陸地域を元気に。

次世代産業創出支援プログラム／バリューチェーンコア企業成長支援プログラム
南海トラフ巨大地震対策支援プログラム

中国地域をもっと元気にする「三本の矢！」

先端ものづくり企業サポートプログラム／商業・物流活性化サポートプログラム

進化する四国ニッチトップ企業応援プログラム／造船クラスター強化応援プログラム
南海トラフ巨大地震対応支援プログラム

アジアの玄関口・九州の地域力強化／九州地域の新たな成長エンジンの創造
独自の成長戦略を有する地場企業の競争力強化

南九州「食・健康・環境・エネルギー」先進地域化プロジェクト

北海道

東北

新潟

関東甲信

北陸

東海

中国

関西

四国

九州

南九州
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成
功
事
例
を
み
る
と
、地
域
の
特
性
を
活
か

し
、収
入
を
地
域
外
か
ら
稼
い
で
く
る
雇
用
、

さ
ら
に
は
住
民
の
生
活
に
と
っ
て
不
可
欠
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
雇
用
な
ど
、様
々
な
タ

イ
プ
の
雇
用
が
戦
略
的
に
創
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
、住
民
を
巻
き
込

み
、地
元
の
産
業
界
、労
働
界
、N
P
O
、大
学
、

金
融
機
関
等
の
代
表
者
か
ら
な
る
地
域
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
成
し
、互
い
に
協
力
し
連

携
し
て
、ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
、そ
れ
に
向
か
って
協
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、そ
こ
で
は
国
や
県
の
サ
ポ
ー
ト
も

必
要
で
あ
り
、地
域
間
の
連
携
も
求
め
ら
れ

る
。政
策
を
講
じ
る
う
え
で
は
、近
隣
地
域
と

連
携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
し
、

時
に
は
す
べ
て
を一つ
の
地
域
が
行
う
の
で
は
な

く
、互
い
に
連
携
し
て
役
割
を
分
担
し
て
対
処

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。離
れ
た

地
域
で
あ
って
も
共
通
の
問
題
に
対
応
す
る
た

め
に
連
携
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

功
事
例
を
み
る
と
、地
域
を
牽
引

で
き
る
リ
ー
ダ
ー
が
い
る
か
ど
う
か

が
重
要
で
あ
る
。首
長
も
リ
ー
ダ
ー
人
材
の

候
補
の
1
人
だ
が
、専
門
的
知
見
や
経
験
が

求
め
ら
れ
る
場
合
、専
門
家
や
民
間
人
の
登

用
も
考
え
ら
れ
る
。地
域
内
に
適
任
者
が
い

な
け
れ
ば
、外
部
人
材
の
登
用
も
考
え
ら
れ

る
。こ
う
し
た
リ
ー
ダ
ー
が
責
任
と
権
限
を

明
確
に
し
た
う
え
で
シ
テ
ィ・マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

し
て
、客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き
実
態
を
明
ら

か
に
し
た
う
え
で
、地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

策
定
し
た
ビ
ジ
ョン
の
実
現
に
向
か
い
、Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
、実
行
に
あ
た
る
こ
と

が
有
効
な
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

供
が
欲
し
い
と
思
い
な
が
ら
、そ
れ

を
実
現
で
き
な
い
人
が
多
い
と
す

れ
ば
、阻
害
要
因
を
取
り
除
い
て
い
く
の
も
国

や
地
域
の
役
割
で
あ
る
。そ
の
阻
害
要
因
は

全
国
共
通
な
も
の
も
あ
れ
ば
、地
域
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
る
も
の
も
あ
る
。待
機
児
童
が

大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
地
域
も
あ
れ
ば
、

若
者
の
安
定
し
た
雇
用
が
な
い
こ
と
が
結
婚

や
出
産
の
希
望
を
難
し
く
し
て
い
る
地
域
も

あ
る
。子
育
て
し
や
す
い
地
域
を
形
成
し
、阻

害
要
因
に
対
す
る
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と

は
行
政
だ
け
で
は
で
き
ず
、各
プ
レ
イ
ヤ
ー
が

地
域
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
形
成
し
、住
民

が
協
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

か
つ
て
は
女
性
が
外
で
働
く
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
出
生
率
を
引
き
下
げ
た
と
思
わ
れ
て

い
る
向
き
が
あ
っ
た
。確
か
に
女
性
の
就
業
率

と
出
生
率
に
つ
い
て
国
際
比
較
を
し
て
み
る

と
、1
9
8
0
年
代
ま
で
は
多
く
の
女
性
が

働
い
て
い
る
国
に
お
い
て
出
生
率
は
低
か
っ
た

が
、徐
々
に
そ
う
し
た
傾
向
は
薄
れ
、今
で
は

逆
に
女
性
の
働
い
て
い
る
国
の
ほ
う
が
出
生
率

は
高
い
。こ
の
こ
と
は
、以
前
、女
性
は
仕
事
を

と
る
の
か
、子
ど
も
を
と
る
の
か
の
二
者
択
一

で
あ
っ
た
が
、い
ま
で
は
仕
事
も
子
ど
も
も
両

立
で
き
る
国
が
増
え
る一
方
、ど
ち
ら
も
で
き

な
い
国
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
。仕
事
と
子
育
て
が
両
立
可
能
に
な
っ

た
国
で
は
、子
育
て
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
充
実

す
る
と
と
も
に
、男
女
と
も
に
画
一
的
な
長

時
間
労
働
の
働
き
方
が
見
直
さ
れ
、企
業
で

も
、家
庭
で
も
、性
別
役
割
分
担
が
見
直
さ
れ

て
い
る
。

　

本
来
、結
婚
や
出
産
は
個
人
の
自
由
な
選

択
に
任
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、行
政
が
口

を
挟
む
べ
き
で
は
な
い
と
の
意
見
も
あ
る
が
、

子
ど
も
が
欲
し
く
て
も
持
て
な
い
環
境
が
あ

る
と
す
れ
ば
、そ
の
阻
害
要
因
を
取
り
除
き
、

子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て
い
く

こ
と
は
社
会
の
役
割
で
あ
る
。地
域
の
持
続

可
能
性
を
高
め
る
た
め
に
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
主

体
が
連
携
し
、子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
整

え
、ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
を
推
進
で
き
る

状
況
を
創
って
い
く
必
要
が
あ
る
。

口
減
少
が
進
む
中
、緊
急
の
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
空
き
家

や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店

街
問
題
で
あ
る
。こ
れ
ら
は
本
来
、有
効
に

活
用
す
れ
ば
、町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、私
有
財
産
で
あ
る
以
上
、

そ
れ
を
地
域
の
た
め
と
は
い
え
、勝
手
に
処

分
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、当
て
も
な
い
ま

ま
、先
送
り
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。そ

の
実
情
を
み
る
と
、税
制
上
、処
分
す
る
よ

り
も
放
棄
さ
れ
た
ま
ま
に
し
て
お
い
た
ほ

う
が
得
に
な
る
こ
と
も
多
く
、国
の
責
任
と

し
て
、税
制
上
の
扱
い
を
改
正
し
て
い
く
必

要
も
あ
る
。ま
た
自
治
体
の
条
例
等
を
設

定
し
、有
効
活
用
を
促
す
こ
と
も
求
め
ら

れ
よ
う
。今
後
、過
疎
化
が
進
展
し
て
い
っ

た
場
合
、中
山
間
地
等
で
は
生
活
イ
ン
フ
ラ

の
提
供
が
難
し
く
な
る
地
域
も
増
え
る
だ

ろ
う
が
、事
前
に
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
を
図

る
な
ど
の
対
策
も
必
要
で
あ
る
。こ
れ
ら
の

問
題
は
自
由
市
場
原
理
に
委
ね
る
だ
け
で

は
解
決
し
に
く
く
、政
策
的
な
介
入
が
必

要
な
場
合
が
多
い
。各
種
の
地
域
パ
ー
ト

ナ
ー
が
参
加
し
、連
携
協
力
し
て
問
題
の

解
決
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、金
融

機
関
へ
の
期
待
も
大
き
い
。人
口
減
少
社
会

に
お
け
る
地
域
の
産
業
活
性
化
、生
活
の
安

定
の
た
め
に
は
、資
金
供
給
に
限
ら
ず
、地

域
の
一
員
と
し
て
知
見
や
情
報
・ノ
ウ
ハ
ウ
を

提
供
す
る
な
ど
、金
融
機
関
の
果
た
す
べ
き

役
割
も
大
き
い
。

域
の
人
口
減
少
問
題
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。そ
の
大
き
な
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
が
日
本
創
成
会
議（
増
田
寛
也
座

長
）の「
消
滅
可
能
性
都
市
」に
関
す
る
問
題

提
起
で
あ
っ
た
。私
も
こ
れ
に
参
加
し
て
き
た

が
、こ
こ
で
推
計
さ
れ
た
自
治
体
別
の
人
口
推

計
は
、あ
く
ま
で
も
現
在
の
ま
ま
の
状
態
が

続
く
と
す
れ
ば
ど
う
な
る
か
を
投
影
し
た
も

の
で
、今
後
の
や
り
方
に
よ
っ
て
結
果
は
大
き

く
変
わ
る
。人
口
の
減
少
を
運
命
論
と
し
て

悲
観
的
に
受
け
止
め
ず
、む
し
ろ
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
が
積
極
的
に
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ

と
で
、数
字
が
よ
い
方
向
に
は
ず
れ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
を
込
め
て
問
題
提
起
を
し
た
。

　

地
域
社
会
の
持
続
可
能
性
を
考
え
る
う

え
で
、人
口
が
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
は

Ｄ
Ｂ
Ｊ
「
人
口
減
少
問
題
研
究
会
」で
も
指

摘
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、人
口
の
流
出
や
出
生
率

の
低
下
に
は
地
方
で
安
定
し
た
雇
用
機
会
が

減
少
し
た
こ
と
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。背

景
に
は
、構
造
的
変
化
が
あ
る
。1
9
7
0
〜

8
0
年
代
に
か
け
、企
業
は
大
都
市
圏
の
労

働
力
不
足
を
補
う
た
め
、大
規
模
生
産
工
場

を
地
方
に
展
開
し
た
。し
か
し
、9
0
年
代
に

な
る
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
、生
産
拠
点
を

海
外
に
移
し
、地
方
の
雇
用
が
失
わ
れ
た
。さ

ら
に
第
3
次
産
業
で
は
人
口
集
積
の
メ
リ
ッ

ト
が
強
く
表
れ
、こ
の
拡
大
は
人
口
の
少
な
い

地
域
の
雇
用
を
失
わ
せ
た
。

　

さ
ら
に
地
方
の
雇
用
が
政
府
の
支
出
に
大

き
く
依
存
し
て
き
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。

公
共
事
業
や
社
会
保
障
給
付
が
創
っ
て
き
た

雇
用
を
推
計
す
る
と
、2
0
0
0
年
頃
の
高
知

県
で
は
、波
及
効
果
も
含
め
、全
就
業
者
の
約

4
割
が
こ
れ
に
よって
創
ら
れ
て
お
り
、財
政
支

出
の
削
減
は
地
方
経
済
に
大
き
く
影
響
し
た
。

こ
う
し
た
動
き
は
、日
本
だ
け
で
は
な
く
他
の

先
進
国
で
も
見
ら
れ
る
が
、欧
米
で
は「
地
域

の
雇
用
戦
略
」に
よ
っ
て
、い
ち
早
く
対
策
が

講
じ
ら
れ
た
。他
方
、日
本
で
は
景
気
対
策
と

し
て
の一
時
的
施
策
は
講
じ
ら
れ
た
が
、長
期

的
な
視
点
か
ら
地
域
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
発
展

を
ね
ら
っ
た
政
策
は
必
ず
し
も
近
年
十
分
検

討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

私
は
雇
用
創
出
への
構
造
的
政
策
は
、地
方
が

国
と
協
力
し
て
、主
体
的・自
律
的
に
取
り
組

ん
で
は
じ
め
て
安
定
的
な
効
果
が
生
み
出
さ

れ
る
と
考
え
て
い
る
。地
域
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
は
千
差
万
別
で
あ
り
、特
性
も
異
な
る
。

国
の
画
一的
な
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
で
は
問
題
は

解
決
し
な
い
。海
外
で
も
、ま
た
国
内
で
も
、

地
域
と
人
口
減
少

人
口
減
少
化
で
求
め
ら
れ
る

新
た
な
課
題
へ
の
対
応

リ
ー
ダ
ー
人
材
の

育
成
や
外
部
人
材
の

登
用
が
重
要
課
題

出
生
率
向
上
に
は
子
育
て
の

し
や
す
い
地
域
の
形
成
と

働
き
方・性
的
役
割
分
担
の

見
直
し
が
不
可
欠

樋口 美雄氏

慶應義塾大学商学部
教授

YOSHIO HIGUCHI
慶應義塾大学商学部卒業。同大学大学院商学
研究科博士課程修了。コロンビア大学、スタンフォ
ード大学などで客員研究員を務める。著書に『雇用
と失業の経済学』『地域の雇用戦略̶̶七ヵ国
の経験に学ぶ“地方の取り組み”』（共編著）など。
民間の「日本創成会議」の構成メンバー、「まち・ひ
と・しごと創生会議」の委員、DBJ「人口減少問題
研究会」の委員長も務める。

Profile

人口減少下で
求められる地域の
主体性とリーダー人材　

提 言

ネクスト・ジャパ
ン最前線

地
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電動車両の
充電インフラ整備を推進
── 自動車メーカー4社による新会社「日本充電サービス」に出資

電動車両の充電インフラ整備を推進
── 自動車メーカー4社による新会社「日本充電サービス」に出資

　電動車両(PHV・PHEV・EV：注1)の充電インフラ整備が急ピッチで進んでいる。トヨタ
自動車株式会社、日産自動車株式会社、本田技研工業株式会社、三菱自動車工業株
式会社の自動車メーカー4社は、昨年7月、充電インフラ普及の共同推進に合意、同年11月
から具体的な推進プロジェクトを実施してきたが、普及に一層の弾みをつけるべく今年
5月26日、電動車両用の充電インフラ環境整備を行うための新会社として「合同会社日本
充電サービス（Nippon Charge Service,LLC、以下「NCS」）」を共同出資により設立した。
日本政策投資銀行(DBJ)は、NCSの取り組みにより、社会インフラとしての充電器の普及、
及びその充実による電動車両の普及促進に加え、関連産業への波及効果も期待される
ことから、我が国の産業競争力強化に資する新たな価値創造に向けた自動車メーカー4社が
提携・連携する本件取り組みを支援すべく「競争力強化ファンド（注2）」を活用し、NCSへの
出資を行った。

Scenes of Solution 

　

電
動
車
両
は
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
の
重
要
な
牽
引
役
を
担
っ
て
お
り
、

早
期
の
普
及
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、

販
売
台
数
の
伸
び
は
緩
や
か
だ
。

2
0
1
0
年
以
降
、自
動
車
メ
ー
カ
ー

4
社
が
次
々
と
電
動
車
両
の
販
売
を

開
始
し
た
が
、年
間
ベ
ー
ス
で
見
る
と
、

新
車
販
売
台
数（
軽
自
動
車
を
含
む
）

約
4
0
0
万
台
の
う
ち
約
4
万
台

（
2
0
1
3
年
実
績
、4
社
調
査
）と
、

シ
ェ
ア
1
％
程
度
で
推
移
し
て
い
る
の
が

実
情
だ
。

　

そ
う
し
た
中
で
、自
動
車
メ
ー
カ
ー

各
社
の
間
で
は
数
年
前
か
ら
1
つ
の

共
通
認
識
が
生
ま
れ
て
い

た
。そ
れ
は
、電
動
車
両
の

普
及
に
向
け
た
課
題
の

１
つ
と
し
て
、電
動
車
両
の

性
能
を
よ
り
発
揮
で
き
る

環
境
整
備
、す
な
わ
ち

充
電
イ
ン
フ
ラ
環
境
を

早
期
に
整
備
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
い
う
こ
と
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
も
、

そ
れ
ぞ
れ
充
電
イ
ン
フ
ラ
環
境
の
整
備

に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進

し
て
き
て
お
り
、充
電
器
の
設
置
数
も

一
定
量
に
は
達
し
て
は
い
た
が
、そ
れ
で

も
急
速
充
電
器
が
約
２
０
０
０
基（
２

０
１
４
年
４
月
現
在
、チ
ャ
デ
モ
協
議
会

調
査
）、普
通
充
電
器
が
約
３
０
０
０
基

強（
２
０
１
４
年
５
月
末
現
在
、４
社
調

査
）と
、ま
だ
十
分
と
は
言
え
ず
、ま
た
、

充
電
器
に
関
す
る
情
報
の
精
度
が
低
い

（
カ
ー
ナ
ビ
に
必
ず
し
も
表
示
さ
れ
な

い
）、ユ
ー
ザ
ー
の
利
便
性
が
悪
い（
複
数

の
充
電
カ
ー
ド
を
使
わ
な
け
れ
ば
、す
べ

て
の
充
電
器
が
利
用
で
き
な
い
）な

ど
、ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
安
心
し
て
使
い

や
す
い
状
況
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
べ
く
政
府

も
動
い
た
。次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
た
電
動
車
両
の
普
及
に
は
早
急
な

充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
で
あ
る
と

し
て
、昨
年
3
月
か
ら
1
0
0
5
億
円

に
お
よ
ぶ
充
電
器
設
置
補
助
金（
本
体・

工
事
費
等
の
設
置
費
用
の
3
分
の
2
）

の
支
給
を
開
始
。ま
た
、各
都
道
府
県

も
補
助
金
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定・公
表

し
て
充
電
器
設
置
を
後
押
し
し
た
。

　
「
自
動
車
メ
ー
カ
ー
4
社
の
間
で
は
、

2
0
1
3
年
に
入
っ
て
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で

充
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
て
い
こ
う

と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、4
社
ト
ッ
プ
が

大
同
団
結
に
賛
同
し
て
7
月
に
充
電
イ

ン
フ
ラ
の
共
同
推
進
構
想
を
発
表
、1
1

月
か
ら
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始

し
て
、今
年
5
月
の
合
同
会
社
日
本
充
電

サ
ー
ビ
ス
の
設
立
に
至
り
ま
し
た
」

　

新
会
社
設
立
ま
で
の
経
緯
を
そ
う

語
る
の
は
、同
社
代
表
の
佐
藤
康
彦
氏

（
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社 

常
務
役
員
）

だ
。改
め
て
、そ
の
経
緯
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
4
社
は

昨
年
7
月
2
9
日
、電
動
車
両
用
充
電

器
の
設
置
活
動
、及
び
利
便
性
の
高
い

充
電
イ
ン
フ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

共
同
で
実
現
す
る
こ
と
に
合
意
。続
い

て
同
年
1
1
月
1
2
日
、設
置
事
業
者

に
対
す
る
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

内
容
を
決
定
し
、同
日
よ
り
設
置
申
請

の
受
付
を
開
始
し
た
。そ
し
て
、充
電
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
加
速
化
さ
せ
る
こ
と
を

目
指
し
て
、今
年
5
月
2
6
日
新
会
社

を
設
立
し
た
の
で
あ
る
。

　

N
C
S
が
提
供
す
る「
充
電
イ
ン
フ
ラ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
」の
内
容
は
こ

う
だ
。ま
ず
、N
C
S
が
設
置
事
業
者
に

対
し
、政
府
の
補
助
金
で
は
ま
か
な
い
き

れ
な
い
充
電
器
の
設
置
費
用（
本
体・工

事
費
等
の
設
置
費
用
の
3
分
の
1
）と

維
持
費
用
等
を
支
払
う
。一
方
、こ
う

し
た
支
払
の
対
価
と
し
て
、N
C
S
は

充
電
イ
ン
フ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
、充
電
器
設
置
者

か
ら
充
電
器
を
利
用
す
る
権
利（
利

電
動
車
両
普
及
に
向
け

充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備
急
ぐ

新
会
社
設
立
で

充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備
加
速
へ

合
同
会
社
日
本
充
電
サ
ー
ビ
ス

代
表
　
佐
藤 

康
彦 

氏

（
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
　
常
務
役
員
）
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電動車両の充電インフラ整備を推進
── 自動車メーカー4社による新会社「日本充電サービス」に出資

用
権
）を
取
得
し
て一括
管
理
す
る
。

　

上
記
利
用
権
に
基
づ
き
、費
用
を

支
払
う
対
象
と
な
る
の
は
、自
治
体
等

で
策
定
し
て
い
る
次
世
代
自
動
車
充

電
イ
ン
フ
ラ
整
備
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い

た
公
共
性
を
有
す
る
充
電
器
の
う

ち
、商
業
施
設
や
宿
泊
施
設
等
の「
目

的
地
充
電
ス
ポ
ッ
ト
」や
、高
速
道
路
の

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア・パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
、一

般
道
路
沿
い
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
道
の
駅
等
の「
経
路
充
電
ス
ポ
ッ

ト
」な
ど
、一
定
の
要
件
を
満
た
す
業

種
・
業
態
の
施
設
内
に
設
置
さ
れ
る
充

電
器
だ
。

　

ま
た
、各
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
N
C
S

か
ら
利
用
権
を
購
入
し
た
上
で
、専
用
の

充
電
カ
ー
ド（
I
C
カ
ー
ド
）を
発
行
し
、

自
社
の
電
動
車
両
新
規
ユ
ー
ザ
ー
に
提

供
し
て
利
用
料
金
を
徴
収
す
る
。こ
れ
に

よ
っ
て
、充
電
カ
ー
ド
を
持
つ
ユ
ー
ザ
ー

は
、N
C
S
が
管
轄
す
る
す
べ
て
の
充
電

器
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。会
費
や

課
金
方
法
、利
用
料
は
各
充
電
カ
ー
ド

を
発
行
す
る
各
メ
ー
カ
ー
が
独
自
に
決

め
て
徴
収
す
る
。な
お
、各
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

な
い
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
は
、N
C
S
が

直
接
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る（
図
表
）。

　

N
C
S
で
は
、新
規
に
急
速
充
電
器

を
約
4
0
0
0
基
、普
通
充
電
器
を

約
8
0
0
0
基
設
置
す
る
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、急
速

充
電
器
の
方
は
当
初
予
定
通
り
こ
の

9
月
末
で
募
集
を
終
了
。普
通
充
電

器
に
つ
い
て
は
よ
り
幅
広
い
施
設
に
、

よ
り
多
く
の
充
電
器
を
設
置
し
て
も

ら
い
た
い
こ
と
も
あ
り
2
0
1
5
年
2

月
末
を
目
処
に
募
集
を
続
け
て
い
く

と
い
う
。N
C
S
が
設
置
し
た
充
電
器

を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、各

メ
ー
カ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
順
次
展
開
す
る

予
定
だ
。

　

N
C
S
が
提
供
す
る「
充
電
イ
ン
フ

ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
」。電
動
車

両
ユ
ー
ザ
ー
、充
電
器
設
置
者
、自
動
車

メ
ー
カ
ー
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
は
、①
利
用

で
き
る
充
電
器
基
数
の
拡
大
に
よ
っ
て
、

電
動
車
両
の
特
性
を
十
分
に
活
か
せ
る
、

②
車
両
搭
載
ナ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
充
電
器
設
置
場
所
の
正
確
な
情
報

の
確
認
が
で
き
る
、③
一
枚
の
充
電
カ
ー

ド
で
対
象
充
電
器
を
す
べ
て
利
用
で
き

る
な
ど
利
便
性
の
高
い
充
電
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
で
、快
適
な
P
H
V・

P
H
E
V・E
V
ラ
イ
フ
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
、な
ど
。

　

次
に
、充
電
器
設
置
者
に
と
っ
て
は
、

①
国
の
補
助
金
に
加
え
、N
C
S
に
よ

る「
充
電
イ
ン
フ
ラ
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
活
用
す
る
こ
と
で
、充
電
器
の
設
置
、

維
持
、お
よ
び
実
際
に
電
動
車
両

ユ
ー
ザ
ー
が
利
用
し
た
際
に
か
か
る

従
量
電
気
代
等
の
費
用
負
担
が
ほ
ぼ

な
い
形
で
の
充
電
器
を
設
置
で
き
る
、

②
充
電
器
を
設
置
す
る
事
で
電
動
車

両
ユ
ー
ザ
ー
の
来
店
促
進
に
つ
な
が
る
と

と
も
に
、「
環
境
志
向
の
高
い
企
業
」と

し
て
、低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
し
て
い
る
等
の
C
S
R
訴

求
が
で
き
る
、な
ど
。

　

そ
し
て
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
と
っ

て
は
、①
充
電
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る

こ
と
で
電
動
車
両
の
魅
力
を
最
大
限
高

め
ら
れ
る
、②
自
社

の
電
動
車
両
ユ
ー

ザ
ー
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な

「
充
電
サ
ー
ビ
ス
を

中
心
と
し
た
独
自

サ
ー
ビ
ス
」を
提
供

し
て
い
け
る
、な
ど

が
あ
る
。

　

佐
藤
氏
は
、こ

う
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
2
つ
の
こ
と

を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

　
「
1
つ
は
電
動
車
両
の
普
及
で
す
。

充
電
イ
ン
フ
ラ
環
境
を
整
備
し
、電
動

車
両
の
商
品
の
魅
力
を
高
め
る
、す
な

わ
ち
、E
V
で
は
排
ガ
ス
の
出
な
い
ク
リ
ー

ン
な
走
行
距
離
を
伸
ば
す
、P
H
V
・

P
H
E
V
で
は
電
気
走
行
距
離
を

伸
ば
し
て
優
れ
た
低
燃
費
を
達
成
す
る

こ
と
で
電
動
車
両
の
販
売
拡
大
を
実
現

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

2
つ
め
は
低
炭
素
社
会
の
実
現
で
す
。

電
動
車
両
市
場
に
は
、国
内
自
動
車

メ
ー
カ
ー
に
加
え
て
B
M
W
な
ど
外
国

勢
も
参
入
し
て
お
り
、そ
の
普
及
は

日
本
だ
け
の
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

先
進
国
中
心
に
環
境
問
題
に
対
す
る

厳
し
い
規
制
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、

電
動
車
両
が
地
球
に
や
さ
し
い
車
で

あ
る
と
い
う
認
識
を
定
着
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。こ
う

し
た
形
で
日
本
全
国
レ
ベ
ル
で
の
社
会

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
い
、お
客
様
に

快
適
に
電
動
車
両
を
お
使
い
い
た
だ
く

こ
と
で
、低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た

一
翼
を
担
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

電
動
車
両
の
普
及
と

低
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
て

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
で

事
業
を
推
進
す
る

　

N
C
S
設
立
に
際
し
て
、D
B
J
は

昨
年
秋
か
ら
自
動
車
メ
ー
カ
ー
4
社
に

よ
る
充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
共
同
推
進

に
向
け
た
協
議
に
参
加
し
、N
C
S

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
の
枠
組
み
構
築

に
つ
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ー
ム
の
構
築
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
面
を
中
心
に
協
力
を
行
っ

て
き
た
。

　

佐
藤
氏
は
、そ
ん
な
D
B
J
の
サ
ポ
ー

ト
に
つ
い
て「
今
後
想
定
さ
れ
る
さ
ら
な

る
次
世
代
自
動
車
普
及
の
場
面
に
お
い

て
も
、今
回
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
団
結
の
礎
に
な
る
か
も
知
れ
な

い
の
で
、D
B
J
に
は
ぜ
ひ
今
回
の
知
見

を
活
か
し
て
、銀
行
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
」と
期
待
を
寄
せ
る
。D
B
J
は

N
C
S
へ
の
出
資
に
続
き
、今
後
も
各
種

サ
ポ
ー
ト
を
継
続
す
る
。

　

さ
ら
に
、佐
藤
氏
は
今
後
の
抱
負
に

つ
い
て「
Ｎ
Ｃ
Ｓ
設
立
に
際
し
て
は
、電
力

業
界
様
か
ら
も
多
大
な
支
援
・
協
力
を

頂
い
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
自
動
車

メ
ー
カ
ー
、電
力
会
社
、D
B
J
の
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
で
事
業
を
推
進
し
て
い

き
た
い
」と
語
り
、新
た
な
社
会
イ
ン
フ

ラ
構
築
に
強
い
決
意
を
に
じ
ま
せ
る
。

N
C
S
の
今
後
の
動
向
に
注
目
し
た
い
。

（
注
1
）P
H
V
・
P
H
E
V
・
E
V
：

P
H
V
はP

lug-in H
ybrid V

ehicle

の

略
。プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
は
、コ

ン
セ
ン
ト
か
ら
差
込
プ
ラ
グ
を
用
い
て
直
接

バ
ッ
テ
リ
ー
に
充
電
で
き
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

カ
ー
。P
H
E
V（P

lu
g
-in
 
H
yb
rid
 

E
lectric V

ehicle

）と
も
略
さ
れ
る
。

E
V
はE

lectric 
V
ehicle

の
略
で
電
気

自
動
車
の
こ
と
。

（
注
2
）競
争
力
強
化
フ
ァ
ン
ド
：

我
が
国
の
産
業
競
争
力
強
化
に
向
け
、

D
B
J
が
創
設
し
た
フ
ァ
ン
ド
。各
企
業
に

お
け
る
潜
在
能
力
を
新
た
な
事
業
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
の
開
拓
や
戦
略
的
連
携
等
を
通
じ

て
事
業
化
し
、成
長
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
よ

り
、新
た
な
価
値
創
造
や
企
業
価
値
向
上

を
図
る
取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

※1日本充電サービスは、充電インフラネットワークサービス提供のために充電機器設置者から充電器を利用す
る権利を取得する。※2各自動車メーカーは、充電カードを発行し、充電インフラネットワークサービスを提供する
ために、日本充電サービスより利用権を購入する。

■充電インフラネットワークサービスの概要

■充電器の設置目標

日本充電サービス
充電器設置者

ファミリーレストラン・道の駅・ショッピング
モール・コンビニエンスストアなど

各自動車メーカー

充電器

会費・都度課金等

利用権購入 ※2 利用権 ※2

電動車両ユーザー

充電カード

会
費
・
都
度
課
金
等

充
電
カ
ー
ド

充電器利用

利用権対価（設置・維持金、従量電気代相当額等） ※1

利用権取得 ※1

種類

急速充電器

普通充電器

設置目標数

約4000基

約8000基

募集期間

2014年9月末終了

2015年2月末目処

主な設置場所

高速道路や道の駅、コンビニ

商業施設や飲食店、
ホテル･旅館等
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富岡製糸場の民間最後のオーナーを務
めた片倉工業は、良質の生糸を生産して
きた技術力やノウハウを活用して、現在
では繊維事業のほかに医薬品事業、機
械関連事業、不動産事業などにもビジネ
スの幅を広げている。

│
│
世
界
遺
産
登
録
後
、一
気
に
注
目
を
浴
び
て

見
学
者
が
絶
え
ま
せ
ん
。ど
ん
な
思
い
で
観
て
お

ら
れ
ま
す
か
。

　
　
と
に
か
く
末
永
く
見
守
っ
て
欲
し
い
し
、日
本

に
と
っ
て
製
糸
業
と
は
何
だ
っ
た
の
か
と
い
う
歴
史

へ
の
関
心
が
深
ま
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。た
と

え
ば
横
浜
港
の
氷
川
丸
で
す
が
、そ
の
名
は
埼
玉

県
大
宮
の
氷
川
神
社
か
ら
来
て
い
る
の
で
す
。

実
は
、当
社
を
含
め
て
長
野
県
諏
訪
地
方
の
製
糸

業
者
が
1
9
0
1
年
に
大
宮
に
移
転
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
作
っ
た
生
糸
を
横
浜
へ
運
ん
で
氷
川
丸
で

海
外
へ
輸
出
し
て
い
た
の
で
す
。そ
う
い
う
埼
玉

県
と
製
糸
業
と
の
繫
が
り
が
理
解
さ
れ
る
中
で
、

日
本
の
近
代
化
、戦
後
復
興
に
果
し
て
き
た
製
糸

業
の
役
割
が
見
直
さ
れ
る
と
、富
岡
製
糸
場
へ
の

関
心
は
も
っ
と
長
続
き
す
る
と
思
い
ま
す
。

│
│
製
糸
業
か
ら
創
業
後
、現
在
は
繊
維
・
医
薬

品
・
機
械
関
連
・
不
動
産
と
4
つ
の
事
業
を
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。一
見
す
る
と
関
連
性
が
な
い

よ
う
に
見
え
ま
す
が
。

　
た
し
か
に
、事
業
は
多
角
化
し
て
い
ま
す
が
、

D
N
A
は
1
つ
な
の
で
す
。す
な
わ
ち
、現
在
の
各

事
業
の
原
点
は
全
て
蚕
と
製
糸
業
に
あ
り
ま
す
。

繊
維
事
業
で
は
今
は
綿
糸
を
原
料
に
肌
着
を

作
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
も
シ
ル
ク
に
代
わ
っ
て
編

ん
で
い
る
わ
け
で
す
。

　
医
薬
品
事
業
で
す
が
、繭
の
さ
な
ぎ
が
持
つ
油

に
は
ビ
タ
ミ
ン
B
が
含
ま
れ
て
い
て
、戦
時
中
は
、

そ
の
さ
な
ぎ
の
油
を
絞
っ
て
タ
ン
パ
ク
源
と
し
て

食
べ
て
い
ま
し
た
。こ
こ
か
ら
転
じ
て
、今
は
子
会

社
で
心
臓
薬
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　
機
械
関
連
事
業
で
は
、座
繰
製
糸
の
後
、多
条

繰
糸
機
や
自
動
繰
糸
機
の
開
発・改
良
を
自
社
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て

今
、農
業
用
機
械
、消
防
自
動
車
等
を
製
造
し
て

い
ま
す
。消
防
自
動
車
は
、製
糸
場
の
火
災
時
の

消
火
用
に
ポ
ン
プ
車
を
自
社
で
製
造
し
て
い
た

こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　
不
動
産
事
業
は
、製
糸
工
場
跡
地
等
の
社
有

地
を
有
効
活
用
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

京
橋
の
旧
本
社
ビ
ル
を
解
体
し
、環
境
に
配
慮
し

た
大
規
模
複
合
ビ
ル「
東
京
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン
」

は
昨
年
3
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。さ
い
た
ま
新

都
心
駅
前
エ
リ
ア
に
展
開
し
て
い
る
大
規
模

シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー「
コ
ク
ー
ン
」の
新
商
業
棟

は
来
春
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。埼
玉
地
域

で
は
最
大
級
の
商
業
施
設
で
あ
り
、ア
ク
セ
ス

利
便
性
も
高
い
こ
と
か
ら
県
内
外
か
ら
の
広
い

集
客
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、こ
れ
ら
の
事
業
は
創
業
以
来
、そ
の

│
│
御
社
は
1
9
8
7
年
の
富
岡
製
糸
場
の

操
業
休
止
後
も
、「
売
ら
な
い
、貸
さ
な
い
、壊
さ

な
い
」
と
の
姿
勢
を
貫
き
、
2
0
0
5
年
に

富
岡
市
に
寄
贈
す
る
ま
で
の
1
8
年
間
、保
存

さ
れ
続
け
ま
し
た
。

　「
売
ら
な
い
、貸
さ
な
い
、壊
さ
な
い
」は
操
業
を

休
止
し
た
当
時
の
社
長
が
決
め
た
わ
け
で
す
が
、

そ
こ
に
は
1
8
7
3
年
の
当
社
創
業
以
来
の
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、初
代
の
片
倉
兼
太
郎
に
は
、そ
の
近

代
的
な
設
備
、西
欧
の
器
械
製
糸
技
術
や
新
し
い

工
場
制
度
な
ど
へ
の
驚
き
と
憧
れ
が
あ
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。1
8
年
間
保
存
し
続
け
た
の
も
、歴
代

の
社
長
が
明
治
以
降
の
日
本
の
近
代
化
の
原
動
力

と
な
っ
た
製
糸
業
の
役
割
を
認
識
し
、建
物
が
持
つ

歴
史
へ
の
畏
怖
の
念
か
ら
、そ
の
原
型
を
残
す
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
た
め
で
し
ょ
う
。

　
富
岡
製
糸
場
は
、明
治
政
府
が
良
質
な
生
糸

の
輸
出
で
外
貨
を
稼
ご
う
と
建
設
し
た
も
の
で
、

日
本
の
近
代
化
の
根
底
に
あ
る
建
造
物
で
す
。

実
際
、ピ
ー
ク
時
に
は
生
糸
で
日
本
の
輸
出
の
4

割
を
稼
い
で
い
ま
し
た
。日
本
の
産
業
史
の
中
で
、

単
品
で
こ
れ
ほ
ど
稼
い
だ
商
品
は
あ
り
ま
せ
ん
。

富
岡
製
糸
場
へ
の
想
い
が

長
期
保
存
を
可
能
に
し
た

　今年6月21日、ユネスコの世界文化遺産に登録が決まった群馬県の「富岡製糸場と絹産

業遺産群」。その最後のオーナーを務めたのが片倉工業株式会社（本社・東京都中央区）だ。

同社は富岡製糸場の操業開始の翌年1873年に長野県諏訪郡川岸村（現岡谷市）で

座繰（座って繭から糸をたぐりながら糸枠に巻き取ること）製糸を開始。今年、創業141年目

を迎えた。戦前は片倉財閥として製糸業全盛時代を牽引し、戦後は生糸輸出で日本の復興

を支えてきた。現在は繊維・医薬品・機械関連・不動産の4事業を柱に、既存事業の成長事業

への転換と新規事業の創出を目指している。

片倉工業株式会社
取締役社長

竹内 彰雄 氏

継続的な
事業改革と人材育成で
愛される200年企業を目指したい。

成
長
事
業
へ
の
転
換
と

新
規
事
業
の
創
出
を
目
指
す
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永
き
に
亘
る
企
業
経
営
の
中
で
築
き
上
げ
た
有

形
無
形
の
資
産
を
強
み
に
、事
業
の
拡
大
・
多
角

化
を
推
進
し
て
き
た
も
の
で
す
。

│
│
4
つ
の
事
業
は
今
後
、ど
の
よ
う
に
展
開
し

て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
4
事
業
。実
は
不
動
産
以
外
は
す
べ
て
成

熟
産
業
で
す
。そ
こ
で
、現
行
の
中
期
5
か
年
計

画
で
は
、2
つ
の
基
本
戦
略
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

１
つ
は
、既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
長
事
業
へ
転
換

さ
せ
る
こ
と
。つ
ま
り
、多
様
化
す
る
顧
客
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
、特
定
の
領
域
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に

な
る
こ
と
で
す
。具
体
的
に
は
、衣
料
品
は
普
通

の
肌
着
だ
け
で
は
な
く
介
護
肌
着
を
一
層
強
化

す
る
。
機
械
も
消
防
自
動
車
だ
け
で
な
く
、

大
容
量
消
火
を
可
能
に
す
る
強
力
な
ポ
ン
プ
を

開
発
す
る
。
不
動
産
で
は
都
内
の
社
宅
跡
地

で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
と
いっ
た
具
合
で
す
。

　

も
う
1
つ
は
新
規
事
業
の
創
出
で
、中
期
計

画
の
ス
タ
ー
ト
時
に
新
規
事
業
室
を
作
っ
て
ヘ
ル

ス
ケ
ア
、ア
グ
リ
、介
護
分
野
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。こ
の
う
ち
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
で
は
、オ
ス
ト

メ
イ
ト（
人
工
肛
門
や
人
工
膀
胱
保
有
者
）対

応
型
便
座
の
量
産
を
来
年
5
月
頃
に
始
め
る

予
定
で
す
。各
分
野
と
も
後
発
で
参
入
す
る
わ

け
な
の
で
、そ
う
し
た
尖
っ
た
こ
と
を
や
ら
な
い

と
成
功
し
ま
せ
ん
。

　

ア
グ
リ
分
野
で
は
交
配
用
の
ミ
ツ
バ
チ
と
蜂
蜜

の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、基
礎
化
粧
品

の
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ゲ
ル
及
び
蜂
蜜
と
シ
ル
ク

蛋
白
を
入
れ
た
石
鹸
を
こ
の
1
0
月
か
ら
販
売

し
ま
す
。ま
た
、は
な
び
ら
た
け
の
量
産
化
を
準

備
し
て
い
ま
す
。は
な
び
ら
た
け
に
は
β
グ
ル
カ

ン
と
い
う
免
疫
性
を
高
め
る
酵
母
成
分
が
入
っ
て

い
る
の
で
、生
食
に
加
え
こ
れ
を
乾
燥
さ
せ
て
粉
末

に
す
る
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
し
て
も
使
え
ま
す
。

　

や
っ
て
い
る
こ
と
が
バ
ラ
バ
ラ
に
見
え
て
も
、

実
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。当
社
で
は
、こ
れ
を「
分
散

（
多
角
化
経
営
）と
融
合（
シ
ナ
ジ
ー
の
強
化
）」

と
捉
え
て
、更
な
る
追
求
を
進
め
て
い
ま
す
。

│
│
今
後
の
成
長
に
向
け
て
は
社
内
改
革
も

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。組
織
と
し
て
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

創
業
1
4
1
年
目
の
企
業
と
し
て
成
熟
を
成

長
に
変
え
る
の
と
同
じ
で
、人
の
育
て
方
、仕
事
の

仕
方
を
変
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
こ
で
私
が

社
長
に
就
任
し
た
0
9
年
に
2
つ
の
手
を
打
ち

ま
し
た
。ま
ず
、全
部
署
か
ら
2
0
名
弱
の
社
員

を
集
め
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、2
年
半

を
か
け
て
片
倉
の
経
営
理
念
と
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
議
論
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
の
成
果
は
、現

行
の
中
期
経
営
計
画
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

2
つ
め
が
オ
フ
サ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
す
。

毎
年
、若
手
を
7
名
ほ
ど
選
び
、ど
う
す
れ
ば

よ
り
働
き
や
す
い
、よ
り
楽
し
い
職
場
に
な
る

か
に
つ
い
て
提
案
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
の
提
案
を
受
け
て
、ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
シ
ス
テ
ム

や
人
事
制
度
を
見
直
し
ま
し
た
。オ
フ
サ
イ
ト

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
今
年
で
4
期
目
。根
気
の
い
る

仕
事
で
す
が
、第
1
期
で
出
さ
れ
た
7
〜
8
本

の
課
題
に
つ
い
て
は
、今
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く

そ
の
す
べ
て
に
対
処
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
社
長
と
し
て
一
番
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は

何
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
人
材
育
成
に
尽
き
ま
す
ね
。社
長
で
あ

れ
ば
皆
同
じ
思
い
で
し
ょ
う
が
、今
、ど
れ
だ
け
の

人
を
育
て
ら
れ
る
か
で
会
社
の
1
0
年
、2
0
年

先
が
決
ま
る
わ
け
で
す
か
ら
。各
部
の
部
長
と
も

毎
月
1
回
、面
談
し
て
い
ま
す
が
、い
つ
も
言
う
の

は「
あ
な
た
の
後
任
を
意
識
的
に
育
て
て
欲
し
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。私
自
身
も
私
の
後
の
社
長
を

育
て
る
の
が
最
大
の
任
務
で
す
。

　

昨
年
、創
業
1
4
0
周
年
を
迎
え
て「
愛
さ
れ
る

2
0
0
年
企
業
を
目
指
し
て
」と
い
う
標
語
を

掲
げ
ま
し
た
。あ
と
6
0
年
近
く
あ
り
ま
す
が
、継

続
的
な
事
業
改
革
と
人
材
育
成
を
両
輪
と
し
て
、

こ
の
目
標
に
向
かって
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
の
育
て
方
、

仕
事
の
仕
方
を
変
え
る

1949年大阪府出身。71年富士銀行（現・みずほ銀
行）入行。99年同行取締役シンガポール支店長、
2002年みずほコーポレート銀行常務執行役員アジ
ア地域統括役員、03年みずほフィナンシャルグルー
プ常勤監査役、05年片倉工業専務取締役、09年
同社取締役社長。「もともと好奇心が強いので、若い
社員と話していて『社長、何でそんな事まで知ってい
るんですか』と言われることが多いですね。面白いと
感じた事は掘り下げるタイプです」

　

そ
こ
は
不
思
議
な
ホ
テ
ル
だ
っ
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル

が
混
在
す
る
建
物
は
ま

る
で
迷
宮
な
の
に
、な
ぜ

か
懐
か
し
く
、ど
こ
に
迷

い
込
ん
で
も
、遠
い
昔
に

見
た
風
景
に
思
え
る
。

　

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
か
ら

車
で
約
一
時
間
。リ
バ
ー

サ
イ
ド
は
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

の
南
端
、ア
リ
ゾ
ナ
と
の
州
境
に
近
い
砂
漠
地
帯
に
あ
る

町
だ
。

　

１
８
７
６
年
、東
部
か
ら
来
た
開
拓
者
の一
家
が
小
さ
な

宿
を
開
業
し
た
。そ
の
後
、宿
を
継
い
だ
長
男
の
フ
ラ
ン
ク・

ミ
ラ
ー
は
、2
0
世
紀
初
頭
、当
時
の
流
行
だ
っ
た
ス
ペ
イ
ン

様
式
の
修
道
院
を
模
し
た
新
館
を
建
て
、ホ
テ
ル
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ン
と
命
名
す
る
。や
が
て
歴
代
の
大
統
領
も

逗
留
す
る
名
門
リ
ゾ
ー
ト
と
な
り
、ホ
テ
ル
の
歴
史
は
、

そ
の
ま
ま
小
さ
な
町
の
歴
史
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ン
の
前
身
が
開
業
し
た
2
年
後

の
１
８
７
８
年
、太
平
洋
の
彼
方
、日
本
の
箱
根
に
開
業
し

た
の
が
富
士
屋
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

　

ふ
た
つ
の
ホ
テ
ル
は
、ど
う
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
の
か
、

長
く
家
族
ぐ
る
み
の
つ
き
あ
い
が
あ
っ
た
。と
り
わ
け
仲
が

よ
か
っ
た
の
が
、創
業
者
か
ら
経
営
を
引
き
継
い
だ
長
女
の

婿
、山
口
正
造
と
フ
ラ
ン
ク・ミ
ラ
ー
だ
っ
た
。

 
 

旅
が
好
き
、花
や
鳥
や
動
物
が
好
き
、建
築
が
好
き
、

そ
し
て
、ホ
テ
ル
の
ゲ
ス
ト
を
面
白
が
ら
せ
る
の
が
何
よ
り

好
き
。そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
テ
ル
の
中
興
の
祖
と
な
っ
た
ふ
た
り
は
、

似
た
も
の
同
士
だ
っ
た
。2
0
世
紀
初
頭
か
ら
１
９
３
０

年
代
に
か
け
て
、彼
ら
は
、世
界
を
旅
し
て
見
聞
き
し
た

も
の
、面
白
く
て
突
拍
子
も
な
い
も
の
を
ホ
テ
ル
の
建
築
に

次
々
と
再
現
し
て
見
せ
た
の
で
あ
る
。

　

山
口
正
造
は
私
の
大
叔
父
に
あ
た
る
。そ
し
て
、正
造

か
ら
富
士
屋
ホ
テ
ル
の
経
営
を
引
き
継
い
だ
の
が
私
の

祖
父
だ
っ
た
。

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ン
に
感
じ
た
既
視
感
は
、そ
れ
が
富
士
屋

ホ
テ
ル
に
似
て
い
る
か
ら
な
の
だ
っ
た
。

　

と
り
わ
け
驚
い
た
の
が
、「
Ｈｏ

-

Ｏ

-

Ｋａｎ（
鳳
凰
館
）」

と
命
名
さ
れ
た
建
物

だ
っ
た
。
黄
金
の
仏
像

が
鎮
座
し
た
空
間
は
、

ま
る
で
小
さ
な
日
本
で

あ
り
、小
さ
な
富
士
屋

ホ
テ
ル
だ
っ
た
。

　

鳳
凰
館
が
建
て
ら
れ

た
の
は
１
９
３
０
年
代
で
あ
る
。カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
、

す
で
に
激
し
い
排
日
運
動
が
あ
っ
た
頃
だ
。し
か
し
、フ
ラ
ン
ク

は
、そ
う
し
た
時
代
に
あ
っ
て
も
親
日
家
で
あ
り
続
け
た
。

　

そ
し
て
、正
造
も
ま
た
、き
な
臭
い
時
代
に
あ
っ
て
平
和

を
希
求
し
て
い
た
。

　

 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ン
に
は
別
組
織
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
あ
る
の

だ
が
、そ
こ
の
ス
タ
ッ
フ
に
一
人
の
日
本
人
女
性
が
い
た
。

彼
女
は
、私
が
フ
ラ
ン
ク
と
親
し
か
っ
た
正
造
の
親
族
と

知
る
と
、大
変
に
驚
い
て
、古
い
手
紙
の
束
を
見
せ
て
く
れ

た
。そ
こ
に
書
か
れ
て
い
た
の
は
、満
州
国
建
国
、５・１
５

事
件
な
ど
、揺
れ
動
く
政
治
情
勢
を
正
面
か
ら
見
据
え

つ
つ
、リ
ベ
ラ
ル
な
視
点
で
日
本
の
立
場
を
語
り
、平
和
へ
の

理
想
を
説
く
正
造
の
言
葉
の
数
々
だ
っ
た
。

  

し
か
し
、や
が
て
戦
争

が
フ
ラ
ン
ク
と
正
造
の
友

情
を
引
き
裂
き
、太
平

洋
戦
争
の
最
中
に
正
造

は
亡
く
な
っ
た
。だ
が
、平

和
を
愛
し
た
ふ
た
り
の

ホ
テ
リ
エ
の
間
に
結
ば
れ

た
絆
は
、今
も
不
思
議
な

ホ
テ
ル
の
あ
り
よ
う
に

宿
っ
て
い
る
。

h t tp : / /www.miss ion inn .com/

「ミッションイン」の由来になったスペイン様式の建物「ミッションイン」の由来になったスペイン様式の建物

日本の寺院を思わせる「鳳凰館」

不思議のホテルへの入り口、エントランス

神奈川県箱根町生まれ。
旅をテーマにエッセイ、ノ
ンフィクションなどを幅広
く執筆。主な著書に『箱根
富士屋ホテル物語』『帝国
ホテルライト館の謎』『ア
マン伝説』『百年の品格ク
ラシックホテルの歩き方』
などがある。

山口 由美
旅する作家

絆
で
結
ば
れ
た
ク
ラ
シ
�
ク
ホ
テ
ル

第 1 6 回

Mission Inn


